The existence form involving of KOSHU (戸主) and KO at ancient time. by 奥野, 義雄
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
野
義
雄
は
じ
め
に
律
令
制
国
家
社
会
に
お
け
る
土
地
は
公
地
、
百
姓
は
公
民
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
八
世
紀
中
頃
に
制
定
さ
れ
た
墾
田
永
世
私
財
法
が
荘
園
制
形
成
の
原
動
力
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
周
知
さ
れ
て
い
る
事
象
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
公
民
で
あ
る
戸
主
や
戸
（
戸
口
含
む
）
に
つ
い
て
は
、
先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
戸
籍
制
の
視
点
か
ら
、
ま
た
古
代
村
落
お
よ
び
家
族
制
の
観
点
か
ら
論
究１
）
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
戸
主
・
戸
の
口
分
田
・
墾
田
の
所
有
状
況
や
口
分
田
所
有
者
戸
主
な
ら
び
に
墾
田
所
有
者
戸
主
・
戸
に
関
す
る
史
料
上
の
疑
問
点
な
ど
を
含
め
て
古
代
農
民
と
村
落
に
つ
い
て
の
論
及２
）
も
あ
る
。
だ
が
、
公
民
で
あ
っ
た
戸
主
や
戸
（
戸
口
）
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
し
て
存
在
し
続
け
た
の
か
、
否
か
に
つ
い
て
は
、
先
学
諸
氏
の
論
稿
で
提
示
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
。
単
に
公
民
の
荘
民
浮
浪
・
田
堵
・
寄
人
な
ど
を
含
め
て
）へ
転
化
し
た
と
い
う
の
み
で
は
解
決
し
た
と
は
い
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
論
及
の
主
題
と
関
係
す
る
事
柄
と
し
て
家
宅
地
で
あ
る
戸
主
と
関
連
す
る
史
料
と
し
て
長
承
二
（
一
一
三
三
）
年
十
一
月
二
十
九
日
付
の
「
伊
勢
国
大
国
荘
専
当
解
」
の
丸
元
並
ら
が
「
戸
戸
給
主
」「
号
戸
田
」
と
い
う
文
言
を
示
し
た
清
水
三
男
氏
の
論
稿３
）
、
負
名
体
制
と
関
連
づ
け
て
陵
戸
姻
の
田
坪
々
を
記
載
す
る
康
保
元
（
九
六
四
）
年
十
一
月
十
三
日
付
の
「
醍
醐
寺
牒
案
」
の
史
料
を
掲
げ
た
平
田
耿
二
氏
の
論
稿４
）
な
ど
に
は
、
律
令
制
下
の
戸
主
や
戸
が
平
安
時
代
後
半
ま
で
存
在
し
、
戸
給
主
や
戸
主
・
戸
の
状
況
が
語
ら
六
九
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
稿
は
戸
主
や
戸
が
平
安
時
代
中
頃
か
ら
後
半
に
至
る
ま
で
存
在
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
提
示
し
て
く
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
以
外
に
戸
主
や
戸
に
か
か
わ
る
史
料
と
そ
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
史
料
の
み
で
は
測
り
が
た
い
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
戸
主
や
戸
に
関
す
る
史
料
の
抽
出
と
史
料
か
ら
戸
主
や
戸
の
存
在
形
態
や
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
が
、
次
に
ま
ず
戸
主
や
戸
と
家
宅
地
に
つ
い
て
の
史
料
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
註１
）
戸
主
と
戸
（
戸
口
）
と
関
わ
る
戸
籍
制
・
班
田
制
・
家
族
制
・
村
落
に
つ
い
て
の
主
な
論
著
の
み
を
次
に
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
岸
俊
男
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
虎
尾
俊
哉
『
班
田
収
受
法
の
研
究
』
平
田
耿
二
『
日
本
古
代
籍
帳
制
度
論
』
中
野
栄
夫
『
律
令
制
社
会
過
程
の
研
究
』
清
水
三
男
『
上
代
の
土
地
関
係
』
宮
原
武
夫
『
日
本
古
代
の
国
家
と
の
農
民
』
２
）
弥
永
貞
三
『
奈
良
時
代
の
貴
族
と
農
民
』
３
）
清
水
三
男
「
宅
地
『
戸
主
』
に
つ
い
て
」
前
掲
書
所
収
）
『
平
安
遺
文
』
第
五
巻
、
第
二
三
〇
七
号
文
書
４
）
平
田
耿
二
「
古
代
か
ら
中
世
へ
」
前
掲
書
所
収
）
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
第
二
八
三
号
文
書
補
註
次
の
著
書
に
も
関
連
す
る
論
著
が
あ
り
、
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
泉
谷
康
夫
『
律
令
制
崩
壊
過
程
の
研
究
』
と
く
に
「
現
存
平
安
時
代
戸
籍
の
考
察
」）
松
本
新
八
郎
『
中
世
社
会
の
研
究
』（
と
く
に
「
名
田
經
營
の
成
立
」）
第
一
章
律
令
公
民
用
語
「
戸
主
」
の
家
宅
地
・
田
畠
地
用
語
へ
の
変
換
律
令
制
国
家
に
お
け
る
公
民
制
の
戸
主
や
戸
と
は
異
な
り
、
家
宅
地
を
対
象
に
し
て
「
戸
主
」
と
呼
称
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
清
水
三
男
氏
に
よ
っ
て
論
究
さ
れ
て
い
る
。
清
水
氏
が
論
及
す
る
論
旨
で
注
視
す
べ
き
こ
と
は
、「
貴
族
に
は
邸
宅
造
営
の
費
用
さ
へ
、
諸
国
の
正
税
を
割
い
て
給
さ
れ
た
こ
と
」
と
「
百
姓
に
対
し
て
も
（
中
略
）、
若
干
の
配
慮
が
払
わ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
思
え
ば
、（
中
略
）、
七
〇
新
京
の
市
民
な
る
者
に
は
宅
地
を
給
さ
れ
た
」
と
い
う
言
及１
）
を
掲
げ
ら
れ
た
『
続
日
本
紀
』
の
記
載
（「
為
造
新
京
之
宅
、
以
諸
国
正
税
六
十
八
万
束
、
賜
右
大
臣
以
下
参
議
已
上
及
内
親
王
夫
人
尚
侍
等
」「
百
姓
私
宅
、
新
京
宮
内
亦
五
十
七
町
、
以
当
国
正
税
四
万
三
千
束
、
賜
其
主
」）
に
は
、
「
戸
主
」
が
家
宅
地
で
あ
る
と
す
る
傍
証
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
清
水
氏
は
同
論
稿
で
家
宅
地
が
戸
主
で
あ
る
と
す
る
例
証
と
し
て
、
延
喜
十
二
（
九
一
二
）
年
七
月
十
七
日
付
の
「
七
条
令
解
」
の
売
買
家
券
文
の
「
合
壱
区
地
四
戸
主
在
一
坊
十
五
町
西
一
行
北
四
五
六
七
門
」
と
い
う
文
言２
）
と
平
治
元
（
一
一
五
九
）
年
八
月
二
十
日
付
の
「
却
進
私・
領・
地・
壱
処
事
」「
合
壱
戸
主
余
参
丈
東
西
五
丈
一
尺
、
南
北
十
丈
四
尺
、
」
と
い
う
文
言
（「
右
件・
地・
元
者
、
源・
吉・
貞・
所・
領・
也
」
の
記
載３
）
も
み
え
る
）
を
掲
げ
て
い
る
が
（
傍
点
｜
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
）、
延
喜
十
二
年
の
一
区
地
の
四
戸
主
は
売
買
の
家
宅
で
あ
り
、
平
治
元
年
の
家
宅
地
は
も
と
も
と
私
領
（
所
領
）
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
家
宅
地
と
戸
主
が
同
一
の
内
容
を
表
現
す
る
時
期
は
九
〇
〇
年
代
初
期
か
ら
一
一
〇
〇
年
代
中
頃
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
を
諸
史
料
が
示
し
て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
九
〇
〇
年
代
以
前
に
家
宅
地
が
戸
主
で
あ
る
と
認
識
・
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
か
を
、
い
く
つ
か
の
史
料
を
繙
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
家
宅
地
が
戸
主
と
呼
称
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
を
導
き
出
し
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
従
来
の
戸
主
戸
（
戸
口
）
の
認
識
変
化
が
窺
え
る
も
の
と
考
え
た
い
。
清
水
氏
が
掲
げ
た
延
喜
十
二
年
と
同
様
に
、
天
暦
三
（
九
四
九
）
年
四
月
九
日
付
の
「
七
条
令
解
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
「
申
立
売
買
地
券
文
」「
合
地
四
戸
主
在
左
京
七
条
一
坊
十
五
町
西
一
行
北
四
五
六
七
門
」
と
い
う
文
言４
）
か
ら
家
宅
地
の
名
称
に
戸
主
が
用
い
れ
ら
、
こ
の
年
以
前
の
史
料
に
家
宅
地
す
な
わ
ち
戸
主
と
い
う
文
言
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
戸
主
を
地
積
と
理
解
す
る
清
水
氏
は
、
す
で
に
掲
げ
た
平
治
元
年
の
「
平
遠
正
家
地
売
券
」
の
「
合
一
戸
主
余
三
丈
者
東
西
五
丈
壱
尺
南
北
十
丈
四
尺
」
と
い
う
文
言５
）
か
ら
、
戸
主
の
広
さ
を
推
定
し
、「
戸
主
と
い
う
宅
地
の
広
さ
の
単
位
は
、
都
城
に
於
け
る
朝
臣
の
邸
宅
地
配
分
の
時
に
定
め
ら
れ
た
も
の
」
と
言
及６
）
し
て
い
る
が
、
戸
主
が
家
宅
地
の
広
さ
（
地
積
）
を
表
現
し
た
も
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
と
七
一
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
い
え
よ
う
。
戸
主
が
家
宅
地
の
広
さ
の
単
位
と
し
て
「
一
戸
主
余
参
丈
」
と
い
う
表
現
を
示
す
欠
年
銘
（
鎌
倉
期
か
）
の
「
八
条
院
御
地
事
」
の
「
八
条
東
洞
院
西
一
町
」「
梅
小
路
南
高
倉
東
一・
戸・
主・
」「
八
条
院
北
東
洞
院
東
十・
余・
戸・
主・
」
と
い
う
文
言７
）
（
傍
点
は
清
水
氏
に
よ
る
）
を
掲
げ
た
清
水
氏
の
判
断
に
は
疑
義
を
提
示
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
承
安
三
（
一
一
七
三
）
年
三
月
十
一
日
付
の
「
阿
梨
某
屋
地
売
券
」
の
合
戸
主
余
四
丈
者
東・
西・
五・
丈・
二・
尺・
南・
北・
十・
丈・
四・
尺・
在
左
京
自
大
宮
西
自
塩
小
路
北
小
路
面
右
件・
地・
、
元・
者・
前・
武・
者・
所・
平・
遠・
正・
所・
領・
也・
、
中
略
）、
限
直
能
米
百
五
十
石
、
却
藤
井
孝
兼
既
畢
、
全
以
不
可
有
他
妨
、
下
略
）
と
い
う
記
載８
）
と
、
さ
き
に
掲
げ
た
「
平
遠
正
家
地
売
券
」
の
「
合
一
戸
主
余
者
東
西
五
丈
壱
尺
南
北
十
丈
四
尺
」
と
い
う
文
言９
）
に
は
一
戸
主
の
一
丈
と
東
西
一
尺
の
誤
差
が
あ
る
。
こ
の
誤
差
を
誤
字
と
す
る
な
ら
ば
問
題
は
解
決
す
る
が
、
誤
差
が
あ
る
と
考
え
る
な
ら
一
戸
主
の
広
さ
の
単
位
に
問
題
が
生
じ
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
安
元
二
一
一
七
六
）年
六
月
日
付
の
「
藤
原
氏
女
屋
地
売
券
」
の
合
一・
戸・
主・
者・
東・
西・
二・
丈・
五・
尺・
一・
寸・
南・
北・
十・
九・
丈・
八・
尺・
在
左
京
八
条
一
坊
十
六
町
西
一
二
行
五
六
七
八
門
内
（
下
略
）
と
い
う
記
載10
）
が
あ
り
、
こ
の
家
地
売
買
の
場
合
の
一
戸
主
は
東
西
二
丈
五
尺
一
寸
・
南
北
一
九
丈
八
尺
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
戸
主
の
広
さ
（
地
積
）
は
そ
の
場
所
ご
と
に
変
わ
る
単
位
（
数
値
）
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
と
同
様
な
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
家
地
売
買
の
史
料
を
一
つ
挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
元
暦
二
（
一
一
八
五
）
年
八
七
二
月
二
日
付
の
「
大
江
某
家
地
売
券
案
」
に
み
え
る
合
一・
戸・
主・
余・
二・
十・
五・
丈・
者
口
東
西
四
丈
一
尺
奥
南
北
十
七
丈
四
尺
在
左
京
綾
小
路
南
東
洞
院
東
綾
小
路
西
目
西
角
十
丈
次
也
右
件
地
、
相
伝
私
領
也
、
限
直
能
米
六
十
石
若
狭
本
斗
御
料
□
御
領
所
進
也
、
下
略
）
と
い
う
記
載11
）
で
あ
り
、
所
在
地
ご
と
に
一
戸
主
の
広
さ
の
単
位
数
値
）が
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
戸
主
は
広
さ
の
単
位
と
し
て
の
解
釈
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
り
、
広
さ
の
〔
単
位
〕
が
所
在
地
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
一
戸
主
が
広
さ
の
単
位
で
な
い
な
ら
ば
、
家
宅
地
を
「
戸
主
」
と
呼
称
す
る
前
提
条
件
（
要
因
）
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
そ
れ
以
前
に
前
提
条
件
と
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
も
の
か
、
否
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
家
宅
地
と
戸
主
と
戸
と
か
か
わ
る
史
料
を
三
例
ほ
ど
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
承
和
八
八
四
一
）年
十
月
九
日
付
の
「
石
川
宗
益
家
地
売
券
」
を
み
る
と
□
在
五
条
上
堤
田
久
里
五
坪
百
歩
六
坪
一・
段・
百・
八・
十・
歩・
林
七
坪
二
段
林
（
中
略
）
在・
物・
三
間
檜
皮
葺
板
敷
屋
一
間
在
庇
三
面
五
間
檜
皮
葺
屋
一
宇
在
□
五
間
板
屋
一
間
在
□
面
檜
皮
葺
中
倉
一
宇
檜
皮
葺
板
倉
一
右
、
得
左
京
六
条
一
坊
戸・
主・
従
五
位
下
石
川
朝
宗
カ
）
臣
□
益
牒
、
件
家
以
新
銭
二
十
貫
文
充
価
直
、
与
売
常
地
左
京
六
条
三
坊
戸
主
正
六
位
上
稲
城
壬
生
公
徳
継
戸
口
同
姓
物
主
既
訖
、（
下
略
）
と
あ
り12
）
（
傍
線
｜
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
）、
三
間
檜
皮
葺
板
敷
屋
や
五
間
檜
皮
葺
屋
な
ど
を
含
ん
だ
家
宅
お
よ
び
家
宅
地
（
含
七
三
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
林
・
熟
地
）
を
、
戸
主
で
あ
る
石
川
宗
益
が
戸
主
稲
城
公
徳
の
戸
口
に
売
却
し
た
し
こ
と
が
窺
え
る
。
次
に
承
和
十
四
（
八
四
七
）
年
六
月
二
十
七
日
付
の
「
山
城
国
宇
治
郡
司
解
」
の
合
家
一
区
地
一
町
熟
地
五
段
林
五
段
在
五
条
上
堤
田
外
里
五
坪
三
段
二
百
歩
熟
地
六
坪
一
段
百
八
十
歩
林
七
坪
二
段
林
（
中
略
）
在
物
三
間
檜
皮
葺
板
敷
東
屋
一
宇
已
破
右
、
得
左
京
六
条
三
坊
戸・
主・
従
六
位
上
稲
城
壬
生
公
鯨
戸
口
同
姓
物
主
状
、
己
家
地
以
古
銭
五
十
貫
文
充
価
直
、
与
売
左
京
三
条
二
坊
戸
主
従
五
位
下
百
済
王
永
仁
戸
口
従
五
位
上
百
済
王
永
琳
既
畢
、（
下
略
）
と
い
う
記
載13
）
に
よ
っ
て
、
戸
主
の
稲
城
壬
生
公
鯨
の
戸
口
の
物
主
は
家
宅
地
を
戸
主
の
百
済
王
永
永
仁
の
戸
口
で
あ
る
永
琳
に
売
与
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
買
主
の
戸
口
が
従
五
位
上
で
あ
る
の
に
対
し
て
戸
主
は
従
五
位
下
で
あ
る
が
、
戸
主
よ
り
戸
口
の
階
位
が
上
で
あ
る
こ
と
に
興
味
を
も
つ
）。
さ
ら
に
、
嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年
十
一
月
二
十
日
付
の
「
山
城
国
高
田
郷
長
解
」
を
み
る
と
葛
）
□
田
郷
長
解
申
売
買
家
地
立
券
文
事
合
一
段
在
三
条
高
粟
田
里
十
六
坪
（
中
略
）
右
、
得
川
辺
郷
戸・
主・
正
八
位
上
秦
忌
寸
守
）
冬
□
戸・
口・
同
姓
鯛
女
状
云
、（
中
略
）、
常
地
与
高
田
郷
戸
マ
ヽ
）
主
正
六
位
秦
忌
寸
殿
主
之
戸
口
春
宮
史
生
大
上
脱
）
初
位
同
永
岑
既
畢
、（
下
略
）
と
い
う
記
載14
）
が
あ
り
、
こ
の
史
料
に
も
家
宅
と
戸
主
戸
（
戸
口
）
の
売
り
手
・
買
い
手
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
七
四
る
。こ
の
よ
う
な
九
世
紀
中
頃
の
家
宅
地
の
売
買
に
戸
主
や
戸
（
戸
口
）
が
か
か
わ
る
事
態
は
、
家
宅
地
を
戸
主
と
呼
称
す
る
基
因
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
戸
主
や
戸
（
戸
口
）
に
よ
る
家
宅
地
の
売
買
行
為
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
戸
主
が
家
宅
地
の
広
さ
（
地
積
）
を
示
す
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
家
宅
地
と
戸
主
と
の
か
か
わ
り
は
い
か
な
る
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。と
こ
ろ
で
、
私
領
地
で
あ
る
家
宅
地
と
若
干
異
な
る
が
、
田
畠
の
私
領
地
と
戸
主
や
戸
な
ど
が
関
連
す
る
も
の
か
、
否
か
に
つ
い
て
諸
史
料
を
繙
き
な
が
ら
検
討
し
て
お
き
た
い
。
次
に
田
畠
領
地
と
戸
主
や
戸
な
ど
と
の
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
天
長
十
（
八
三
三
）
年
二
月
三
十
日
付
の
「
近
江
国
大
原
郷
長
解
写
」
を
み
る
と
合
墾
田
一
段
百
歩
直
籾
五
石
六
斗
大
原
一
条
四
里
六
売
人
横
川
駅
家
戸・
主・
大
初
位
下
山
前
連
魚
麿
戸・
口・
同
姓
広
継
今
得
買
人
浅
井
郡
湯
次
郷
戸・
主・
従
七
位
上
的
臣
吉
野
戸・
口・
中
嶋
大
刀
自
古
云
、
右
件
墾
田
、
依
己
所
負
官
物
、
限
永
年
与
上
件
大
刀
自
古
既
畢
者
、（
下
略
）
と
い
う
記
載15
）
が
あ
り
、
戸
主
山
前
連
魚
麿
の
戸
口
広
継
の
墾
田
一
段
一
〇
〇
歩
を
戸
主
的
臣
吉
野
の
戸
口
大
刀
自
古
へ
売
却
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
仁
寿
四
（
八
五
四
）
年
十
二
月
十
一
日
付
の
「
近
江
国
大
国
郷
墾
田
売
券
」
に
は
近
江
国
愛
智
郡
大・
国・
郷・
戸・
主・
依
知
秦
公
年
主
戸・
口
脱
カ
）
秦
忌
寸
五
月
麻
呂
解
申
依
庸
米
売
買
墾
田
立
券
文
事
十
一
条
八
里
門
田
一
段
戸・
主・
依
秦
公
益
継
戸・
同
平
刀
自
女
土
右
件
墾
田
、
所
負
庸
米
二
石
充
価
直
、
切
常
土
売
進
東
大
寺
衙
既
訖
、（
下
略
）
七
五
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
と
あ
り16
）
、
戸
主
益
継
の
戸
平
刀
自
女
の
墾
田
（
門
田
）
一
段
を
東
大
寺
に
売
却
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
大
国
郷
は
、
後
世
に
東
大
寺
領
大
国
荘
に
な
っ
て
い
く
地
域
で
あ
る
。
そ
し
て
、
延
喜
九
（
九
〇
九
）
年
七
月
十
七
日
付
の
「
左
京
秦
岑
吉
畠
売
券
」
を
み
る
と
左
京
五
条
三
坊
戸・
主・
秦
忌
寸
岑
吉
解
申
進
売
畠
立
券
文
事
合
四
段
在
十
三
条
小
野
田
東
里
二
十
五
坪
（
中
略
）
右
畠
、
元
是
岑
吉
之
故
親
父
成
継
之
私
地
、
而
今
為
成
公
事
、
宛
見
直
、
与
売
右
京
三
条
四
坊
戸
主
前
豊
後
大
目
従
六
位
上
大
秦
宿
祢
相
益
戸
口
同
姓
行
康
、
限
永
年
所
与
売
如
件
、（
下
略
）
と
い
う
記
載17
）
が
あ
り
、
戸
主
秦
岑
吉
は
畠
地
四
段
を
戸
主
大
秦
相
益
の
戸
口
行
康
に
売
却
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
戸
口
大
秦
行
康
は
左
京
十
三
条
小
野
田
東
里
二
十
五
坪
に
近
い
十
三
坪
を
買
い
入
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
承
平
二
（
九
三
二
）
年
十
二
月
三
日
付
の
「
右
京
朝
原
宿
祢
有
岑
解
」
の
「
右
京
三
条
三
坊
戸
主
正
六
位
上
朝
原
宿
根
有
岑
解
」「
合
二
段
畠
百
八
十
歩
」「
在
山
城
国
葛
野
郡
上
林
郷
小
野
村
十
三
条
小
野
田
東
里
十
三
坪
北
山
本
」「
与
売
右
京
三
条
四
坊
戸・
主・
前
豊
後
大
目
従
六
位
上
大
秦
宿
祢
相
益
戸・
口・
同
姓
行
康
」
と
い
う
文
言
が
そ
れ
で
あ
り18
）
、
戸
口
が
他
の
戸
主
の
田
畠
を
買
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
戸
主
あ
る
い
は
戸
（
戸
口
）
に
よ
る
田
畠
売
買
は
、
九
世
紀
中
頃
か
ら
一
〇
世
紀
中
頃
に
至
る
事
象
と
現
段
階
で
は
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
一
・
一
二
世
紀
段
階
に
は
家
宅
地
お
よ
び
田
畠
と
戸
主
・
戸
（
戸
口
）
と
の
関
連
を
示
す
史
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
一
三
世
紀
段
階
に
な
る
と
人
名
に
冠
す
る
戸
主
や
戸
の
呼
称
に
代
わ
っ
て
田
畠
自
体
の
呼
称
と
し
て
戸
主
（
こ
の
段
階
か
ら
は
戸
・
戸
口
の
呼
称
は
な
い
）
が
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
二
・
三
例
を
次
に
挙
げ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
天
治
二
（
一
一
二
五
）
年
十
二
月
十
九
日
付
の
「
大
法
師
某
田
地
売
券
」
に
は
却
内
田
一
処
事
七
六
合
二・
戸・
主・
但・
四・
町・
右
件
内
田
、
職
掌
近
貞
所
領
也
、（
中
略
）、
其
之
後
有
直
要
用
者
、
真
如
房
限
永
代
所
売
渡
進
、
沙
汰
券
文
如
件
、
と
あ
り19
）
、
も
と
も
と
近
貞
の
所
領
で
あ
っ
た
内
田
二
戸
主
（
四
町
）
を
大
法
師
某
が
真
如
房
に
売
り
渡
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
二
戸
主
が
四
町
で
あ
れ
ば
一
戸
主
は
二
町
と
な
る
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
の
内
田
二
戸
主＝
四
町
と
同
様
な
田
地
売
買
が
、
健
保
四
（
一
二
一
六
）
年
十
月
六
日
付
の
「
安
部
氏
女
田
地
売
案
」
に
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
却
進
内
田
一
処
事
合
二・
戸・
主・
但
四・
町・
九
条
坊
城
辰
巳
角
東
縄
本
右
、
件
内
田
者
ハ
、
安
部
氏
女
相
伝
私
領
也
、
而
依
有
要
用
、（
中
略
）、
永
代
ニ
佐
伯
国
安
・
日
置
氏
女
両
人
ニ
所
却
実
也
、
（
下
略
）
と
い
う
記
載20
）
が
あ
り
、
安
部
氏
女
は
四
町
に
な
る
二
戸
主
の
内
田
を
佐
伯
国
安
と
日
置
氏
女
の
二
人
に
売
却
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
四
月
二
十
七
日
付
の
「
頼
戸
主
売
券
案
」
を
み
る
と
却
私
領
地
事
合
二
戸
主
者
（
割
註
略
）
（
中
略
）
右
、
件
地
者
、
相
具
次
第
相
伝
之
券
文
等
、
自
己
母
禅
妙
手
、
所
譲
得
也
、（
中
略
）、
所
却
堀
河
女
房
也
、（
下
略
）
と
あ
り21
）
、
阿
梨
頼
が
母
よ
り
譲
り
得
た
私
領
地
を
堀
河
女
房
に
却
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
譲
り
渡
し
た
二
戸
主
に
は
「
四
町
」
と
い
う
文
言
も
な
い
た
め
に
何
町
の
地
積
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
二
戸
主＝
四
町
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
十
月
二
十
日
付
の
「
大
中
臣
松
寿
丸
田
売
券
」
に
は
七
七
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
定
永
財
渡
進
私
領
田
地
立
券
文
事
合
四・
戸・
主・
者
（
中
略
）
右
、
件
田
地
者
、（
中
略
）、
従
外
祖
母
浄
如
房
之
手
、
処
分
給
之
後
、
進
退
領
知
之
間
、（
中
略
）、
永
所
渡
進
於
仮
名
礒
部
枝
久
実
也
（
下
略
）
と
い
う
記
載22
）
が
み
え
る
（「
領
主
大
中
臣
松
寿
丸
」
の
署
名
と
花
押
が
文
末
に
あ
る
）。
こ
の
田
地
売
券
の
私
領
田
地
は
四
戸
主
（
八
町
か
）
で
、
売
主
の
松
寿
丸
は
「
領
主
」
と
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
領
主
は
も
と
も
と
松
寿
丸
の
外
祖
母
浄
如
房
で
あ
り
、
浄
如
房
が
処
分
（
譲
渡
）
に
よ
っ
て
松
寿
丸
が
四
戸
主
の
領
主
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
田
畠
の
広
さ
（
地
積
）
を
示
す
一
種
の
単
位
の
よ
う
に
戸
主
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
象
は
す
で
に
九
世
紀
中
頃
か
ら
一
〇
世
紀
中
頃
に
至
る
ま
で
現
わ
れ
る
家
宅
地
の
売
買
主
で
あ
る
戸
主
・
戸
（
戸
口
）
と
は
相
違
し
て
、
一
二
世
紀
前
半
か
ら
一
三
世
紀
後
半
に
至
る
時
期
の
戸
主
が
家
宅
地
の
広
さ
を
示
す
状
況
と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
戸
主
を
家
宅
地
の
広
さ
と
認
識
さ
れ
る
時
期
は
一
四
世
紀
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
乾
元
二
（
一
三
〇
三
）
年
六
月
五
日
付
の
「
蓮
心
家
地
売
券
」
を
み
る
と
却
し
り
う
地
一
所
の
事
合
三
戸
主
余
者
ち
や
う
す
ほ
ん
け
に
み
え
た
り
（
中
略
）
右
、
く
た
ん
の
ち
ハ
、
三
条
殿
ゝ
御
つ
ほ
ね
よ
り
、
か
い
り
や
う
し
て
、
ち
き
や
う
さ
う
ゐ
な
し
、
し
か
る
を
、
ゑ
う
よ
う
あ
る
に
よ
り
て
、（
中
略
）、
ほ
ん
け
ん
て
つ
き
ら
を
あ
い
そ
へ
て
、
あ
い
わ
う
女
に
、
う
り
わ
た
し
候
を
ハ
ぬ
、（
下
略
）
と
い
う
記
載23
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
蓮
心
は
三
戸
主
余
の
私
領
家
宅
地
を
あ
い
わ
う
女
に
売
り
渡
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
三
戸
主
余
七
八
の
町
数
は
本
券
に
明
示
し
て
い
る
こ
と
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
宅
地
（
屋
地
）
私
領
は
九
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
至
る
ま
で
戸
主
を
町
数
の
別
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
田
畠
私
領
に
戸
主
を
使
っ
て
町
数
の
別
称
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
清
水
三
男
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
一
戸
主
が
一
規
模
の
広
さ
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
家
宅
地
あ
る
い
は
田
畠
地
を
問
わ
ず
、
一
戸
主
は
二
町
と
な
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
広
さ＝
地
積
を
単
位
と
し
た
時
期
に
は
、
町
・
段
・
歩
を
家
宅
地
お
よ
び
田
畠
地
の
広
さ
と
認
識
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
次
に
そ
の
例
証
と
し
て
五
例
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
家
宅
地
に
か
か
わ
る
史
料
を
み
る
と
、
永
延
二
（
九
八
八
）
年
四
月
十
九
日
付
の
「
大
法
師
慶
泉
家
地
買
券
」
の
「
売
買
家
地
立
券
文
事
」「
合
三
百
歩
大
和
国
添
上
郡
京
南
五
条
五
里
一
坪
之
内
」
と
い
う
文
言24
）
、
永
承
五
（
一
〇
五
〇
）
年
三
月
十
五
日
付
の
「
僧
道
誓
家
売
券
」
の
「
却
家
地
券
文
事
」「
合
二
段
」「
在
左
京
七
条
四
方
十
二
坪
」
と
い
う
文
言25
）
が
あ
り
、
家
宅
地
の
広
さ
を
示
す
単
位
に
段
歩
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
段
歩
で
家
宅
地
の
広
さ
を
表
現
す
る
以
外
に
「
一
所
（
一
処
）」
と
明
示
す
る
こ
と
も
あ
る
（
長
寛
元
年
五
月
二
日
付
の
「
藤
井
国
方
家
地
売
券
」〔
平
安
遺
文
七
｜
三
二
五
五
〕）。
次
に
田
畠
地
関
連
の
史
料
を
掲
げ
る
と
、
天
喜
四
（
一
〇
五
六
）
年
三
月
十
日
付
の
「
白
日
正
覚
田
地
売
券
」
の
「
申
進
常
地
田
事
」「
合
七
段
在
三
田
郷
内
見
万
埼
村
字
冶
口
」
と
い
う
文
言26
）
、
応
徳
三
（
一
〇
八
六
）
年
十
二
月
二
十
日
付
の
「
僧
良
暹
田
地
売
券
案
」
の
「
売
渡
進
田
事
」「
合
一
段
百
歩
」「
右
田
、
良
祖
カ
）
暹
先
所
相
伝
領
也
、（
中
略
）、
作
桓
丸
之
畠
入
道
所
売
進
渡
如
件
」
と
い
う
記
載27
）
、
そ
し
て
仁
平
三
（
一
一
五
三
）
年
三
月
日
付
の
「
僧
定
賢
田
地
売
券
」
の
「
却
田
畠
事
」「
合
一
段
」
と
い
う
文
言
が
み
え28
）
、
田
畠
地
の
広
さ
の
単
位
表
現
に
段
歩
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
宅
地
や
田
畠
地
な
ど
の
広
さ
の
単
位
に
は
、
戸
主
や
段
歩
が
同
時
期
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
広
さ
つ
ま
り
地
積
を
示
す
戸
主
と
段
歩
が
同
時
期
に
使
用
さ
れ
た
意
図
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
広
さ
の
単
位
と
し
て
の
戸
主
の
呼
称
以
外
に
、
こ
の
論
及
の
主
な
視
点
で
あ
る
初
期
荘
園
の
愛
智
荘
に
現
わ
れ
る
七
九
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
戸
主
の
よ
う
な
人
た
ち
の
存
在
は
、
初
期
荘
園
の
労
働
力
再
編
に
と
も
な
っ
て
消
え
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
荘
園
形
成
期
に
出
現
す
る
田
堵
・
名
主
と
戸
主
・
戸
と
の
接
点
は
荘
園
や
国
・
公
領
に
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
次
に
荘
園
や
国
・
公
領
で
の
戸
主
戸
（
戸
口
）
の
存
否
と
、
戸
主
戸
（
戸
口
）
と
田
堵
・
名
主
と
の
か
か
わ
り
の
有
無
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
註１
）
清
水
三
男
「
宅
地
の
『
戸
主
』
に
つ
い
て
」（『
上
代
の
土
地
関
係
』
所
収
）
２
）
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
第
二
〇
七
号
文
書
（
以
下
同
様
に
て
、
平
安
遺
文
一
｜
二
〇
七
と
い
う
よ
う
に
略
す
）
３
）
平
安
遺
文
六
｜
三
〇
二
〇
４
）
平
安
遺
文
一
｜
二
五
六
５
）
平
安
遺
文
六
｜
三
〇
二
〇
６
）
清
水
、
前
掲
書
７
）
『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
三
巻
、
第
二
五
〇
五
九
号
文
書
（
以
下
同
様
に
て
、
鎌
倉
遺
文
三
三
｜
二
五
〇
五
九
と
い
う
よ
う
に
略
す
）
清
水
氏
前
掲
書
に
同
史
料
を
提
示
し
て
い
る
。
８
）
平
安
遺
文
七
｜
三
六
二
四
９
）
平
安
遺
文
六
｜
三
〇
二
〇
10
）
平
安
遺
文
七
｜
三
七
六
七
11
）
平
安
遺
文
八
｜
四
二
七
〇
12
）
平
安
遺
文
一
｜
七
〇
13
）
平
安
遺
文
一
｜
八
六
14
）
平
安
遺
文
一
｜
九
二
15
）
平
安
遺
文
一
｜
五
四
こ
の
史
料
に
明
示
さ
れ
て
い
る
戸
口
中
嶋
連
大
刀
自
古
は
、
同
条
里
周
辺
の
墾
田
三
段
を
承
和
三
（
八
三
六
）
年
に
買
得
し
て
い
る
人
物
と
同
一
で
あ
ろ
う
（
平
安
遺
文
一
｜
六
〇
）。
16
）
平
安
遺
文
一
｜
一
一
七
17
）
平
安
遺
文
一
｜
二
〇
〇
18
）
平
安
遺
文
一
｜
二
四
三
19
）
平
安
遺
文
五
｜
二
〇
五
五
20
）
鎌
倉
遺
文
四
｜
二
二
六
九
21
）
鎌
倉
遺
文
一
四
｜
一
一
一
一
七
22
）
鎌
倉
遺
文
一
九
｜
一
四
一
四
八
23
）
鎌
倉
遺
文
二
八
｜
二
一
五
四
七
24
）
平
安
遺
文
二
｜
三
三
一
25
）
平
安
遺
文
三
｜
六
七
九
26
）
平
安
遺
文
三
｜
七
六
九
27
）
平
安
遺
文
四
｜
一
二
五
一
28
）
平
安
遺
文
六
｜
二
七
八
二
こ
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
田
畠
地
売
買
と
は
違
っ
て
、
畠
地
売
買
の
史
料
も
み
え
る
。
そ
の
史
料
を
二
例
挙
げ
る
と
、
天
承
八
〇
二
（
一
一
三
二
）
年
二
月
十
一
日
付
の
「
僧
某
畠
券
」
の
「
売
渡
畠
新
券
文
事
」「
合
二
段
者
此
中
一
段
国
貞
譲
与
了
」
と
い
う
文
言
（
平
安
遺
文
五
｜
二
二
一
七
）、
康
治
二
（
一
一
四
三
）
年
二
月
二
十
二
日
付
の
「
川
住
四
子
畠
地
売
券
」
の
「
却
相
伝
畠
事
」「
合
一
処
者
川
上
御
荘
内
」
と
い
う
文
言
（
平
安
遺
文
六
｜
二
五
〇
二
）
が
そ
れ
ら
で
あ
る
。
第
二
章
一
二
世
紀
前
後
の
寺
領
荘
園
に
お
け
る
戸
主
・
戸
の
存
在
形
態
寺
領
荘
園
の
形
成
（
成
立
）
期
の
初
期
荘
園
に
つ
い
て
の
先
学
諸
氏
の
論
究１
）
は
周
知
さ
れ
て
い
る
が
、
初
期
荘
園
の
消
滅
説
か
ら
一
転
し
て
荘
園
経
営
で
の
労
働
力
の
編
成
・
再
編
成
に
と
も
な
っ
て
荘
園
経
営
の
機
能
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
労
働
力
編
成
説２
）
が
有
力
に
な
っ
て
久
し
い
。
た
だ
、
初
期
荘
園
の
経
営
基
盤
で
あ
る
労
働
力
主
体
の
変
化
と
律
令
制
で
公
民
で
あ
っ
た
戸
主
や
戸
（
戸
口
）
の
関
与
の
有
無
な
ど
に
視
点
を
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
荘
園
所
在
周
辺
地
域
の
農
民
・
浮
浪
人
・
逃
亡
班
田
農
民
な
ど
の
労
働
力
主
体
が
初
期
荘
園
の
編
成
を
支
え
た
と
す
る
丸
山
幸
彦
説３
）
を
は
じ
め
、
古
く
は
班
田
農
民
・
旧
墾
田
主
に
よ
る
賃
祖
・
請
作
形
態
と
し
て
の
労
働
主
体
が
初
期
荘
園
経
営
の
基
盤
で
あ
る
と
す
る
小
野
武
夫
説４
）
や
新
し
く
は
初
期
荘
園
経
営
で
の
請
負
主
体
の
郡
司
層
・
郷
村
長
層
・
有
力
農
民
層
か
ら
労
働
力
主
体
を
提
示
し
た
藤
井
一
二
説５
）
な
ど
が
、
初
期
荘
園
に
お
け
る
経
営
体
と
労
働
力
主
体
に
か
か
わ
る
論
稿
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
丸
山
氏
の
労
働
力
主
体
に
視
点
を
当
て
て
初
期
荘
園
の
編
成
基
因
を
捉
え
た
論
究
に
影
響
を
受
け
て
、
同
氏
の
視
野
に
な
か
っ
た
戸
主
戸
（
戸
口
）
の
関
与
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
労
働
力
主
体
と
し
て
の
戸
主
戸
（
戸
口
）
の
存
在
は
あ
り
得
た
の
か
、
否
か
に
関
心
事
を
よ
せ
て
、
初
期
荘
園
の
編
成
・
再
編
成
に
つ
い
て
別
稿６
）
で
言
及
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
な
視
点
で
元
興
寺
領
荘
園
（
と
く
に
初
期
荘
園
の
章
）
に
つ
い
て
の
論
稿７
）
も
公
に
し
て
き
た
。
八
一
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
い
ず
れ
の
論
稿
に
お
い
て
も
、
戸
主
や
戸
の
存
在
に
注
視
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
初
期
荘
園
以
後
の
荘
園
経
営
に
か
か
わ
っ
て
き
た
も
の
か
、
否
か
に
つ
い
て
の
検
討
は
後
の
機
会
に
し
て
き
た
。
た
だ
、
さ
き
の
論
稿
で
提
示
し
た
承
徳
三
（
一
〇
九
九
）
年
八
月
二
十
八
日
付
の
「
左
衛
門
少
志
中
原
資
清
勘
文
案
」
の
「
一
通
、
多
気
飯
野
両
郡
司
下
田
堵
戸
主
符
」
と
い
う
文
言８
）
と
長
承
二
（
一
一
三
三
）
年
五
月
付
の
「
伊
勢
国
大
国
荘
田
堵
住
人
等
解
」
の
「
戸
与
荘
各
数
百
歳
之
間
、
無
相
論
令
領
掌
来
也
」「
被
停
止
件
戸
主
等
非
道
之
妨
者
」
と
い
う
記
載９
）
は
、
一
二
世
紀
に
至
る
ま
で
（
否
、
一
三
世
紀
ま
た
は
一
四
世
紀
に
至
る
か
も
し
れ
な
い
と
想
定
し
て
い
る
）
戸
主
・
戸
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
寺
領
荘
園
と
神
領
荘
園
に
か
か
わ
る
戸
主
・
戸
の
存
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
が
、
さ
き
に
元
興
寺
領
荘
園
の
論
稿
で
提
示
し
た
初
期
荘
園
関
係
史
料
と
し
て
掲
げ
た
貞
観
元
（
八
五
九
）
年
十
二
月
二
十
五
日
付
の
「
近
江
国
依
智
荘
検
田
帳
」
を
み
る
と
、
九
条
九
里
三
十
五
（
坪
）
下
の
古
家
田
五
段
二
〇
〇
歩
に
関
し
て
、
右
坪
、
田・
刀・
依・
知・
大・
富・
愁
云
、
此
田
唯
有
名
少
実
、
尤
由
進
地
子
、（
中
略
）、
前
寺
所
預
三
段
二
百
歩
、
被
奪
公
田
二
段
也
、
披
陳
其
由
、
口・
分・
戸﹅
主﹅
依・
知・
真・
象・
申
云
、
己
不
知
寺
田
給
口
分
、
今
承
賢
者
教
、
更
不
預
作
申
、
避
己
畢
、
即
進
地
子
、
（
中
略
）
八
里
二
十
八
門
田
六
段
二
百
四
十
歩
下
右
坪
、
南
一
段
十
六
歩
依
知
秦
公
益
継
称
、
己
冶
田
進
日
向
守
藤
原
頴
基
朝
臣
宅
、（
下
略
）
と
い
う
記
載10
）
が
あ
り
（
傍
点
・
傍
線
｜
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
）、
九
条
九
里
三
十
五
下
の
古
家
田
五
段
二
百
歩
は
預
（
預
作
か
）
三
段
二
〇
〇
歩
と
収
奪
さ
れ
た
公
田
二
段
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
田
地
に
つ
い
て
田
刀＝
田
堵
の
依
知
大
富
が
愁
い
て
申
し
述
べ
た
披
陳
に
対
し
て
戸
主
依
知
真
象
が
申
し
告
げ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
一
条
八
里
二
八
（
坪
）
門
田
六
段
二
四
〇
歩
の
内
一
段
一
六
歩
は
依
知
秦
公
益
継
（
戸
主
）
の
冶
田
で
あ
っ
た
が
、
日
向
守
藤
原
頴
基
に
注
進
し
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
条
里
坪
の
田
地
に
か
か
わ
る
百
姓
に
「
戸
主
依
知
真
象
」「
田
刀
依
知
大
富
」「
依
知
秦
公
益
継
」
の
名
が
み
え
る
。
と
八
二
り
わ
け
、
依
知
秦
公
益
継
は
す
で
に
掲
げ
た
仁
寿
四
（
八
五
四
）
年
十
二
月
十
一
日
付
の
「
近
江
国
大
国
郷
墾
田
売
券
」
に
「
十
一
条
八
里
三
十
門
田
一
段
戸﹅
主﹅
依・
知・
秦・
公・
継・
戸﹅
同・
平・
刀・
自・
女・
土・
」
と
い
う
文
言11
）
か
ら
戸
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
事
象
を
加
味
す
る
と
、
初
期
荘
園
時
期
の
愛
智
荘
に
も
田
堵
と
戸
主
戸
（
戸
口
）
が
混
然
と
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
田
堵
と
戸
主
・
戸
と
の
間
で
反
目
し
て
い
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
表
現
し
て
い
た
の
が
、
さ
き
に
示
し
た
承
徳
三
（
一
〇
九
九
）
年
の
「
左
衛
門
少
志
中
原
資
清
勘
文
案
」
の
「
多
気
飯
野
両
郡
司
下
田
堵
戸
主
符
」
と
い
う
文
言12
）
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
一
二
世
紀
前
後
の
寺
領
の
領
有
地
を
め
ぐ
る
っ
て
寺
院
が
争
論
す
る
田
地
に
戸
主
が
存
在
し
、
戸
主
の
領
有
す
る
田
地
が
公
田
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
史
料
を
次
に
掲
げ
て
、
公
田
耕
作
者
で
あ
る
戸
主
の
存
在
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
康
和
元
（
一
〇
九
九
）
年
九
月
十
九
日
付
の
「
左
衛
門
少
志
中
原
資
清
勘
文
」
に
は
、「
勘
申
東
寺
与
成
願
寺
相
論
田
地
十
七
町
六
段
二
百
十
歩
事
」
に
か
か
わ
る
事
柄
に
よ
る
両
寺
の
言
い
分
と
し
て
、
爰
成
願
寺
論
田
十
七
町
四
段
二
百
十
歩
、
在
多
気
郡
十
六
条
二
井
内
里
十
三
坪
上
国
帖
一
町
・
三
疋
田
里
四
坪
下
国
帳
一
町
・
（
中
略
）、
已
上
十
三
町
者
、
不
載
去
弘
仁
三
年
十
二
月
九
日
贈
（
中
略
）
親
王
領
大
国
荘
施
入
東
寺
之
状
、（
中
略
）、
但
去
延
暦
二
十
二
年
正
月
七
日
勅
施
入
川
合
田
六
十
六
町
内
、
成
願
寺
論
田
十
三
町
皆
以
所
注
載
也
、
其
残
四
町
四
段
二
百
十
歩
、
在
同
十
六
条
須
具
田
一
町
・（
中
略
）、
飯
野
郡
十
八
条
五
井
上
里
一
坪
神
道
田
二
段
、
已
上
四
町
四
段
二
百
十
歩
者
東
寺
所
進
去
承
和
十
二
年
四
月
十
五
日
多
気
飯
野
両
郡
司
所
勘
進
之
絵
図
内
皆
注
東
寺
領
、（
中
略
）、
去
承
和
□
円
田
一
処
、
以
荘
外
勅
施
入
東
寺
□
二
箇
坪
田
、
令
相
博
荘
内
公
田
之
後
、（
中
略
）、
件
荘
外
施
入
東
寺
田
、
各・
戸﹅
主﹅
等・
進・
□・
所・
不・
相・
博・
也・
、（
中
略
）、
□
延
喜
年
中
三
郡
令
班
田
之
日
、
神
社
仏
寺
□
田
等
坪
各
被
定
置
之
後
、
至
于
今
日
更
無
）
□
相
論
之
処
、
今
俄
被
如
此
非
理
妨
之
条
、
□
何
故
乎
、
若
枉
理
有
相
博
之
変
改
者
、
旧
カ
）
如・
□
公・
田・
各・
戸﹅
主﹅
等・
可・
進・
領
掌
欤
、（
中
略
）、
然
則
今
成
願
寺
領
田
十
三
町
者
、
当
初
雖
為
東
寺
之
勅
旨
田
、
相
博
大
国
荘
内
公
田
之
以
後
、
不
為
東
寺
領
之
由
、（
中
略
）、
於
論
田
十
七
町
余
町
、
依
東
寺
所
進
承
和
二
八
三
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
年
（
中
略
）
相
博
省
符
延
長
三
年
太
神
宮
牒
東
寺
之
状
、
兼
又
成
願
寺
所
進
（
中
略
）
民
部
省
図
帳
案
、
成
願
寺
伝
領
頗
似
有
其
謂
、
仍
勘
申
、
と
い
う
記
載13
）
が
あ
り
、
伊
勢
国
多
気
郡
と
飯
野
郡
に
あ
る
領
有
地
を
め
ぐ
っ
て
東
寺
と
成
願
寺
と
が
係
争14
）
を
引
き
起
こ
し
て
、
係
争
の
勝
敗
に
は
寺
領
と
公
田
の
相
博
の
有
無
（
存
否
）
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
た
。
そ
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
大
国
荘
内
の
公
田
は
戸
主
領
有
の
田
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
、
一
一
世
紀
末
に
俄
に
相
論
が
生
じ
る
こ
と
に
対
す
る
問
題
点
が
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
康
和
元
（
一
〇
九
九
）
年
十
月
十
一
日
付
の
「
左
衛
門
少
志
中
原
資
清
重
勘
文
」
に
は
、「
至
於
相
博
干
公
田
之
代
田
者
、
注
入
東
寺
荘
田
相
博
之
由
」「
以
本
勅
旨
田
二
十
一
町
余
、
相
替
大
国
荘
内
公
田
二
十
余
町
、
於
東
寺
領
之
意
也
」「
方
今
成
願
寺
相
論
坪
坪
十
五
町
同
在
三
十
八
町
三
段
二
百
歩
内
、
因
茲
公
田
代
勅
旨
田
依
有
年
来
領
掌
之
実
、
成
願
寺
可
伝
領
欤
」
と
い
う
記
載15
）
が
あ
る
が
、「
公
田
」
云
々
の
文
言
に
は
戸
主
が
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
か
、
否
か
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
記
載
内
容
は
東
寺
領
と
成
願
寺
領
に
か
か
わ
る
相
論
で
あ
る
が
、
す
で
に
掲
げ
た
相
論
に
加
え
て
、
大
国
荘
公
田
の
相
替
の
状
況
と
と
も
に
、
川
合
荘
の
荘
田
に
か
か
わ
る
「
戸
主
」
の
存
在
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
同
重
勘
文
に
み
え
る
東
寺
領
大
国
荘
と
川
合
荘
の
荘
司
解
状
に
表
示
さ
れ
た
「
大
国
荘
内
公
田
代
以
川
合
荘
田
二
十
一
町
二
段
百
四
十
歩
、
雖・
宛・
置・
於・
戸﹅
主﹅
等・
」
と
い
う
文
言16
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
大
国
荘
内
の
公
田
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
戸
主
に
つ
い
て
は
、
ず
っ
と
時
期
が
下
が
る
が
、
長
承
二
（
一
一
三
三
）
年
五
月
付
の
「
伊
勢
国
田
堵
住
人
等
解
」
を
み
る
と
大
国
御
荘
田
堵
住
人
等
解
申
請
本
家
裁
事
（
中
略
）
在
管
飯
野
郡
十
一
条
六
井
於
里
坪
同
里
田
号
二
坪
田
二
反
百
二
十
歩
、
御
正
作
田
也
、
而
種・
蒔・
耕・
作・
後・
井・
手・
郷・
兄・
国・
子・
屎
戸
破
取
、
同
里
以
十
五
坪
今
改
十
一
坪
桑
畠
六
反
三
百
四
十
歩
□
之中
八
四
一
反
三
百
四
十
歩
、
同・
戸﹅
破・
取・
、
一
反
兄
国
郷
□
□
小・
藤・
子・
戸﹅
破・
取・
（
中
略
）
同
里
以
二
十
三
坪
改
十
三
坪
田
二
反
百
四
十
歩
、
兄
国
郷
石・
部・
貞・
吉・
戸﹅
破・
取・
同
里
以
二
十
二
坪
改
十
四
坪
田
□
反
八
十
歩
、
畠
一
反
、
兄
国
郷
秦・
菅・
町・
戸﹅
破・
取・
、
同
里
以
二
十
八
坪
田
六
十
歩
、
神
戸
里
秦・
石・
部・
丸・
戸﹅
破
取
、
（
中
略
）
右
、
謹
承
旧
記
、
件
御
荘
者
、
布
施
内
親
王
御
領
也
、（
中
略
）、
自
延
喜
以
後
二
百
三
十
一
年
也
、
是
以
自
延
喜
班
田
之
時
以
来
、
戸
与
荘
各
数
百
歳
之
間
、
無
相
論
所
領
掌
来
也
、
而
今
彼・
戸﹅
主﹅
等・
背・
棄・
旧・
領・
図・
合・
坪・
坪
巧
横・
惑・
、（
中
略
）、
被・
停・
止・
戸﹅
主﹅
等・
非・
道・
之・
妨・
者・
、
以・
将・
仰・
本・
寺・
御・
威・
之・
厳・
矣・
、（
下
略
）
と
い
う
記
載17
）
が
あ
り
、
一
二
世
紀
前
半
の
大
国
荘
内
に
は
兄
国
子
屎
戸
・
小
藤
戸
・
石
部
貞
吉
・
秦
菅
町
戸
な
ど
の
戸
が
存
在
し
、
田
堵
住
人
ら
｜
伴
得
久
・
長
久
枝
・
藤
原
枝
成
・
佐
伯
友
久
・
大
神
真
枝
・
藤
原
行
正
｜
と
共
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
荘
内
で
の
共
存
は
延
喜
年
間
の
班
田
以
来
、
戸
（
戸
主
・
戸
〔
戸
口
〕
包
括
か
）
と
荘
（
荘
田
耕
作
者
田
堵
ら
を
包
括
か
）
の
間
で
相
論
も
な
く
各
々
領
掌
す
る
こ
と
で
成
り
た
っ
て
い
た
が
、
い
ま
に
及
ん
で
戸
主
ら
は
旧
領
図
合
の
坪
々
を
巧
み
に
横
惑
し
て
背
棄
し
、
坪
々
の
田
地
を
破
取
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
封
戸
田
に
つ
い
て
は
官
省
符
の
主
旨
に
背
い
て
破
取
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
大
国
荘
内
で
の
戸
の
横
妨
の
事
態
は
同
年
四
月
十
六
日
付
と
七
月
十
日
付
の
「
内
膳
正
資
清
書
状
」
に
み
え
る
。
次
に
十
六
日
付
と
十
日
付
の
資
清
書
状
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
俄・
為・
戸﹅
﹅
給・
主・
等・
、
背
三
百
余
年
荘
領
掌
之
理
、
経
於
）
訴
□
祭
主
、
荘
領
田
畠
二
町
二
反
余
歩
之
中
、
田
一
町
三
反
六
十
歩
之
内
、
八
五
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
於・
一・
町・
三・
百・
歩・
者・
、
戸﹅
方﹅
破・
取・
、
或・
為・
戸
主・
押・
作・
己・
了・
、
或・
為・
戸﹅
預・
、
所・
当・
官・
物・
令・
徴・
納・
又・
了・
、（
中
略
）、
但
以・
去・
年・
戸﹅
方・
仁・
ハ・
荘・
田・
破・
取・
文・
、
成・
祭・
主・
判・
下・
給・
之・
由・
云
、（
下
略
）
｜
十
六
日
付
記
載
今
一
度
仰
遣
祭
主
之
許
候
、
但・
石・
丸・
戸﹅
と・
申・
戸﹅
元・
並・
か・
戸﹅
と・
申・
ハ・
祭・
主・
領・
戸﹅
也・
、
仍
石・
丸・
戸﹅
田・
仁・
荘・
旧・
領・
能・
田・
四・
反・
破・
取・
、
元・
並・
戸﹅
同・
田・
二・
反・
百・
歩・
破・
取・
、
・
丸・
戸﹅
と・
申・
ハ・
祭・
主・
甥・
神・
祇・
権・
少・
副・
領・
戸﹅
也・
、
件・
戸﹅
仁・
荘・
田・
四・
反・
百・
破・
取・
、
如
此
間
、
自
余
人
戸﹅
強
所
沙
汰
候
也
、（
中
略
）、
於・
荘・
田・
等・
者・
、
如・
先・
破・
定・
戸﹅
方﹅
令・
播・
殖・
了・
、
荘・
方・
御・
正・
作・
田・
四・
反・
許・
そ・
令・
播・
殖・
候・
□・
之・
、
且
荘
本
領
田
畠
を
不
可
妨
之
由
、
且・
彼・
殖・
田・
等・
秋・
時・
仁・
荘・
方・
仁・
可・
令・
刈
取
之
由
、
御
沙
汰
可
候
也
、（
下
略
）
｜
十
日
付
記
載
両
日
付
の
記
載18
）
か
ら
、
荘
領
の
一
町
三
〇
〇
歩
を
戸
方
が
破
取
る
戸
と
も
に
、
戸
主
が
押
作
し
た
こ
と
お
よ
び
戸
の
預
り
と
し
て
所
当
官
物
を
徴
納
せ
し
め
た
こ
と
が
わ
か
る
（
十
六
日
付
）
。
ま
た
、
石
丸
戸
と
元
並
戸
と
称
す
る
戸
は
祭
主
領
戸
で
あ
り
、
丸
戸
は
神
祇
権
少
副
領
戸
（
祭
主
甥
）
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
各
戸
が
荘
領
を
破
取
る
が
、
荘
本
領
田
畠
へ
の
押
妨
を
な
す
べ
き
で
な
い
こ
と
と
、
殖
田
な
ど
は
秋
季
に
荘
方
が
刈
り
取
る
こ
と
を
沙
汰
す
べ
き
で
あ
る
と
明
示
し
て
い
る
（
十
日
付
）
。
こ
れ
ら
の
事
象
と
と
も
に
、
康
和
元
（
一
〇
九
九
）
年
の
清
重
勘
文
や
長
承
二
（
一
一
三
三
）
年
の
田
堵
住
人
等
解
文
と
あ
わ
せ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
伊
勢
国
大
国
荘
に
は
田
堵
と
と
も
に
、
戸
主
と
戸
（
戸
方
）
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
と
、
戸
の
中
に
は
祭
主
領
と
神
祇
権
少
副
領
の
戸
が
あ
っ
た
こ
と
を
提
示
し
得
る
。
そ
し
て
、
荘
内
の
田
堵
住
人
が
難
渋
す
る
ほ
ど
戸
主
・
戸
の
押
妨
・
非
道
は
、
一
一
三
〇
年
代
前
半
に
起
こ
っ
た
事
態
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
国
荘
内
の
戸
主
や
戸
は
、
律
令
社
会
崩
壊
後
も
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
国
荘
に
お
け
る
戸
主
や
戸
ら
が
荘
田
を
耕
作
す
る
様
子
は
長
承
三
（
一
一
三
四
）
年
十
一
月
二
十
九
日
付
の
「
伊
勢
国
大
国
荘
専
当
解
」
に
も
み
え
、
戸
主
・
戸
ら
の
荘
域
で
の
状
況
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
付・
去・
年・
下・
作・
田・
堵・
令・
催・
弁・
済・
、
以
去
年
四
月
十
一
日
、
為・
・
丸・
元・
並・
福・
並・
菅・
町・
戸﹅
戸﹅
給・
主・
等・
背・
旧・
領・
理・
、
称
有
御
外
題
、
当・
荘・
領・
田・
一・
町・
二・
段・
、
是・
非・
不・
論・
破・
取・
、
各・
押・
作・
苅・
取・
、
不・
弁・
済・
御・
年・
貢・
子・
細・
状・
、
八
六
と
い
う
記
載19
）
に
続
い
て
、「
件
荘
田
為
荘
領
、
雖
経
数
百
年
、
以
去
四
月
、
俄
背
御
荘
旧
領
之
理
、
為・
彼・
戸﹅
戸﹅
給・
主・
等・
破・
取・
、
各・
令・
耕・
作・
先・
畢・
、（
中
略
）、
号・
播・
殖・
田・
、
従・
戸﹅
方・
苅・
取・
又・
了・
、（
中
略
）、
去
年
作
人
等
申
云
、
於・
所・
当・
官・
物・
者・
、
戸﹅
主﹅
方・
弁・
済・
之・
由・
申
、（
中
略
）、
祭
主
裁
、
任
御
荘
得
理
裁
定
之
旨
、
以・
去・
年・
号・
戸・
田・
、
令・
押・
播・
殖・
荘・
領・
田・
一・
町・
二・
段・
、
去・
年・
所・
当・
御・
年・
貢・
可・
令・
弁・
済・
之
由
」
と20
）
あ
り
、
大
国
荘
旧
領
の
道
理
に
違
背
し
て
、
播
殖
を
押
妨
し
、
戸
方
の
播
殖
田
で
あ
る
と
称
し
て
苅
取
り
を
お
こ
な
う
が
、
所
当
官
物
の
弁
済
を
履
行
す
る
戸
方
と
所
当
官
物
の
弁
済
を
意
図
す
る
戸
主
方
な
ど
の
様
子
は
、
さ
き
の
勘
文
お
よ
び
重
勘
文
に
み
た
状
況
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
状
況
に
加
え
て
、
関
心
事
は
戸
方
が
耕
作
・
播
殖
し
て
、
苅
取
る
荘
領
田
を
戸
田
と
号
し
た
こ
と
で
あ
り
、
戸
田
か
ら
考
え
ら
れ
る
田
地
は
封
戸
に
か
か
わ
る
公
領
田
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
関
心
事
は
戸
方
と
称
す
る
丸
戸
・
元
並
戸
・
福
並
戸
で
あ
り
、
元
並
戸
は
祭
主
領
の
戸
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
掲
げ
た
資
清
重
勘
文
か
ら
判
断
で
き
る
。
た
だ
、
福
並
戸
と
菅
町
戸
が
伊
勢
神
宮
に
か
か
わ
る
祭
主
領
に
属
す
る
か
、
権
少
副
領
に
属
す
る
か
、
他
所
属
の
戸
で
あ
る
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
大
国
荘
域
に
は
、
荘
田
耕
作
者
と
し
て
田
堵
と
戸
主
・
戸
が
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
す
で
に
挙
げ
た
康
和
元
（
一
〇
九
九
）
年
の
「
中
原
資
清
重
勘
文
」
に
み
る
「
以
本
勅
旨
田
二
十
一
町
余
、
相
替
大
国
荘
内
公
田
二
十
余
町
」「
大
国
荘
内
公
田
代
替
）
所
賛
放
之
勅
旨
田
十
五
町
者
、
須
為
公
田
也
」「
大
国
荘
本
券
称
不
載
相
論
田
十
七
箇
坪
、
以
其
替
公
田
」
と
い
う
文
言21
）
は
東
寺
と
成
願
寺
の
言
い
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
言
に
は
大
国
荘
内
の
公
田
な
ど
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
田
と
戸
主
と
の
繫
り
は
、
同
重
勘
文
の
約
一
ヶ
月
ほ
ど
遡
る
九
月
十
九
日
付
の
「
左
衛
門
少
志
中
原
資
清
勘
文
」
に
み
え
る
「
有
相
博
之
変
改
者
、
旧
カ
）
如
□
公
田
各﹅
戸﹅
主﹅
等
可
進
退
領
掌
欤
」「
当
初
雖
為
東
寺
之
勅
旨
田
、
相
博
大
国
荘
内
公
田
之
以
後
、
不
為
東
寺
領
之
由
」
と
い
う
文
言22
）
と
あ
わ
せ
る
と
、
戸
主
や
戸
は
公
田
と
か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、
大
国
荘
あ
る
い
は
東
寺
領
・
成
願
寺
領
に
か
か
わ
る
二
・
三
の
史
料
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
抽
出
で
き
な
か
っ
た
戸
主
や
戸
と
八
七
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
関
係
す
る
戸
田
（
封
戸
）
に
つ
い
て
は
明
確
に
提
示
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
現
段
階
で
は
、
荘
域
内
戸
主
・
戸
｜
耕
作
↓
戸
田＝
封
戸
（
御
封
）＝
公
田
（
公
領
）
と
い
う
図
式
を
想
定
す
べ
き
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
荘
園
｜
公
田
｜
戸
主
・
戸
の
繫
が
り
を
示
す
事
象
は
大
国
荘
の
み
の
状
況
を
表
現
す
る
も
の
か
、
否
か
も
明
確
で
な
い
。
つ
ま
り
、
大
国
荘
で
み
ら
れ
る
戸
主
や
戸
の
存
在
形
態
は
、
ほ
か
の
寺
領
荘
園
に
は
皆
無
な
事
態
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
も
の
か
も
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
に
あ
ら
た
め
て
い
く
つ
か
の
史
料
を
繙
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
註１
）
藤
間
生
大
『
日
本
庄
園
史
』（
主
に
「
庄
園
の
本
質
」「
庄
園
の
崩
壊
」
な
ど
の
論
稿
）
竹
内
理
三
『
竹
内
理
三
著
作
集
・
第
七
巻
荘
園
史
研
究
』
（
主
に
「
初
期
荘
園
の
形
成
」「
初
期
荘
園
の
分
布
型
態
」「
転
形
期
の
荘
園＝
冶
田
の
形
成
」
な
ど
の
論
稿
）
岸
俊
男
「
越
前
国
東
大
寺
領
庄
園
の
経
営
」（『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
所
収
）
小
野
武
夫
「
成
立
期
庄
園
の
形
成
」（『
日
本
荘
園
制
史
論
』
所
収
）弥
永
貞
三
「
聚
落
と
耕
地
其
の
一
」「
聚
落
と
耕
地
其
の
二
」
（『
奈
良
時
代
の
貴
族
と
農
民
』
所
収
）
吉
村
武
彦
「
初
期
荘
園
に
み
る
労
働
力
編
成
に
つ
い
て
」（『
原
始
古
代
社
会
研
究
Ⅰ
』
所
収
）
丸
山
幸
彦
「
初
期
庄
園
の
形
成
上
）
下
）」（『
日
本
史
研
究
』
第
一
六
五
号
・
一
六
六
号
所
収
）
藤
井
一
二
「
初
期
荘
園
の
成
立
と
形
成
」（『
初
期
荘
園
史
の
研
究
』
所
収
）
こ
れ
ら
の
論
稿
以
外
に
も
荘
園
制
形
成
に
か
か
わ
る
多
数
の
論
稿
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
、
二
・
三
の
論
著
を
次
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。
西
岡
虎
之
助
『
荘
園
史
の
研
究
上
巻
』、
阿
倍
猛
『
日
本
荘
園
成
立
史
の
研
究
』、
奥
野
中
彦
『
日
本
に
お
け
る
荘
園
制
形
成
過
程
の
研
究
』
な
ど
の
論
著
が
あ
る
。
２
）
丸
山
、
前
掲
書
藤
井
、
前
掲
書
３
）
丸
山
、
前
掲
書
４
）
小
野
、
前
掲
書
５
）
藤
井
、
前
掲
書
６
）
野
義
雄
「
初
期
荘
園
を
め
ぐ
る
変
革
と
展
開
と
く
に
労
働
主
体
の
変
移
か
ら
み
た
初
期
荘
園
の
耕
営
構
造
の
再
編
成
を
中
心
に
」（『
鷹
陵
史
学
』
第
三
一
号
佛
教
大
学
鷹
陵
史
学
会
刊
所
収
）
７
）
野
義
雄
「
古
代
・
中
世
に
お
け
る
元
興
寺
領
荘
園
の
実
態
を
八
八
め
ぐ
っ
て
初
期
荘
園
の
愛
智
荘
を
中
心
に
、
元
興
寺
諸
荘
園
の
存
否
に
よ
せ
て
」（『
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
四
〇
周
年
記
念
論
集
』
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
刊
所
収
）
８
）
『
平
安
遺
文
』
第
四
巻
、
第
一
四
〇
七
号
文
書
（
以
下
同
様
に
て
、
平
安
遺
文
四
｜
一
四
〇
七
と
い
う
よ
う
に
略
す
）
９
）
平
安
遺
文
五
｜
二
二
七
二
10
）
平
安
遺
文
一
｜
一
二
八
11
）
平
安
遺
文
一
｜
一
一
七
12
）
平
安
遺
文
四
｜
一
四
〇
七
13
）
平
安
遺
文
四
｜
一
四
一
〇
こ
の
史
料
に
明
示
し
て
い
る
荘
外
の
施
入
田
に
つ
い
て
は
、
延
長
四
（
九
二
六
）
年
二
月
十
三
日
付
の
「
伊
勢
太
神
宮
司
牒
案
」
に
も
「
牒
、
件
荘
外
施
入
東
寺
田
、
是
各・
戸﹅
主﹅
等・
進
妨
、
所
不
相
博
也
」
と
あ
る
（
平
安
遺
文
一
｜
二
二
二
）。
14
）
東
寺
領
と
成
願
寺
領
の
領
有
地
に
か
か
わ
る
係
争
で
の
領
知
権
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
竹
内
理
三
氏
は
「
変
質
期
以
前
の
東
寺
領
」（『
竹
内
理
三
著
作
集
・
第
三
巻
寺
領
荘
園
の
研
究
』
所
収
）
で
論
及
し
て
い
る
。
た
だ
、
竹
内
氏
は
論
究
に
お
い
て
、
田
堵
お
よ
び
戸
主
・
戸
あ
る
い
は
封
戸
な
ど
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
15
）
16
）
平
安
遺
文
四
｜
一
四
一
七
17
）
平
安
遺
文
五
｜
二
二
七
二
18
）
平
安
遺
文
五
｜
二
二
七
三
・
二
二
七
四
19
）
20
）
平
安
遺
文
五
｜
二
三
〇
七
21
）
平
安
遺
文
四
｜
一
四
一
七
22
）
平
安
遺
文
四
｜
一
四
一
〇
第
三
章
一
四
世
紀
の
寺
領
に
現
わ
れ
る
戸
主
と
戸
の
存
在
形
態
伊
勢
国
法
常
住
院
領
と
封
戸
田
を
中
心
に
一
二
世
紀
前
後
に
寺
領
荘
園
に
み
ら
れ
た
戸
主
や
戸
は
、
史
料
に
は
現
わ
れ
な
い
が
、
恐
ら
く
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
に
至
る
ま
で
存
在
し
続
け
た
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
想
定
と
直
接
に
繫
が
る
も
の
で
は
な
い
が
、
戸
の
存
在
を
示
唆
す
る
史
料
に
嘉
元
四
（
一
三
〇
六
）
年
十
二
月
二
十
五
日
付
の
「
祭
主
大
中
臣
定
忠
御
教
書
」「
法
常
住
院
別
当
権
師
審
円
申
、
当
寺
領
多
気
郡
麻
積
郷
敢
礒・
部・
常・
吉・
一・
烟・
、
作
人
三
郎
案
主
・
四
郎
長
兄
弟
父
子
以
下
、
抑
留
四
年
所
当
由
事
」
と
い
う
記
載１
）
が
あ
り
（
傍
点
・
傍
線
｜
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
）、「
礒
部
常
吉
一
烟
」
八
九
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
と
い
う
文
言
の
一
烟
と
は
、
ず
っ
と
時
期
が
遡
る
が
、
康
保
元
（
九
六
四
）
年
十
二
月
十
三
日
付
の
「
醍
醐
寺
牒
」
に
み
え
る
三・
烟・
在
宇
治
郡
山
科
郷
戸﹅
主﹅
宇
治
峯
真
戸﹅
（
中
略
）
戸﹅
主﹅
国
背
好
男
戸﹅
（
中
略
）
戸﹅
主﹅
大
宅
豊
宗
戸﹅
四
条
大
藪
里
十
三
ー
三
反
西
一
十
八
ー
六
反
北
一
二
十
九
ー
二
百
六
十
歩
南
一
（
下
略
）
と
い
う
記
載２
）
と
、
延
喜
二
十
二
（
九
二
二
）
年
四
月
五
日
付
の
「
和
泉
国
大
鳥
神
社
流
記
帳
」
の
「
御
封
四
烟
」「
当
国
二
烟
」「
阿
波
国
二
烟
」
と
い
う
文
言３
）
に
よ
っ
て
、
法
常
住
院
領
に
存
在
す
る
礒
部
常
吉
戸
は
そ
の
一
構
成
員
と
し
て
戸
主
の
戸
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
醍
醐
寺
の
よ
う
に
三
烟
と
い
う
場
合
は
三
つ
の
戸
主
の
戸
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
法
常
住
院
領
で
の
一
烟
と
は
戸
主
礒
部
常
吉
戸
の
一
つ
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
断
定
し
得
る
例
証
は
な
い
。
た
だ
、
さ
き
の
大
鳥
神
社
流
記
帳
に
み
え
る
四
烟
は
御
封
（
封
戸
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
法
常
住
院
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
お
よ
び
封
戸
（
戸
田
）
に
つ
い
て
は
、
次
に
詳
し
く
史
料
を
繙
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
徳
治
二
（
一
三
〇
七
）
年
正
月
二
十
三
日
付
の
「
神
麻
積
貞
清
陳
状
」
に
「
麻
積
郷
常
吉
田
畠
之
給
主
貞
清
等
、
年
来
進
退
耕
作
」
と
い
う
文
言４
）
が
あ
り
、
法
常
住
院
領
の
礒
部
常
吉
戸
田
畠
の
給
主
に
貞
清
（
重
行
・
弘
重
）
ら
が
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
文
言
に
加
え
て
同
陳
状
の
貞
清
ら
の
弁
申
に
は
「
凡
於
有
限
年
貢
者
、
欲
令
弁
済
、
麻
積
郷
常
吉
戸
田
畠
、
不
顧
以
前
沙
汰
次
第
」
と
い
う
記
載５
）
が
あ
り
、
常
吉
戸
の
田
畠
に
は
戸
田
が
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
徳
治
二
年
の
史
料
と
理
解
さ
れ
て
い
る
「
敢
九
〇
石
部
恒
吉
授
田
注
文
写
」
の
戸﹅
主﹅
麻・
積・
吉・
永・
戸﹅
今・
住・
敢・
石・
部・
恒・
吉・
戸﹅
授・
田・
四・
町・
三・
百・
歩・
四
条
一
速
田
三
十
四
坪
三
段
二
田
村
里
一
坪
五
坪
二
段
十
七
坪
一
段
（
中
略
）
比
郡
四
段
百
二
十
四
歩
と
い
う
記
載６
）
か
ら
、
戸
主
の
麻
積
吉
永
の
戸
で
あ
る
石
部
恒
吉
戸
が
授
か
っ
た
田
地
は
四
町
三
〇
〇
歩
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
徳
治
二
年
の
史
料
と
認
識
さ
れ
て
い
る
「
常
吉
成
正
戸
田
注
文
」
に
は
、
恒
吉
戸
・
常
吉
戸
・
成
生
戸
の
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
給
田
二
反
遠
高
之中
一・
恒
）
反・
垣・
吉・
戸﹅
作・
人・
成・
沢・
一・
反・
成・
生・
戸﹅
作・
人・
京・
沢・
一
反
康
信
常・
吉・
戸﹅
作・
人・
恒
）
安
垣
一
反
康
経
常・
吉・
戸﹅
作・
人・
成・
常・
一
反
長
盛
成・
〔
戸
カ
〕
生
房
作・
人・
字・
宮・
掌・
已
上
二
町
五
反
と
い
う
記
載７
）
が
あ
り
、
五
反
の
給
田
に
恒
吉
戸
・
成
生
戸
・
常
吉
戸
の
各
戸
に
作
人
が
い
た
こ
と
も
わ
か
る
と
と
も
に
（
御
正
作
に
二
町
が
あ
り
、
合
せ
て
二
町
五
反
と
な
る
）、
戸
主
麻
積
吉
永
戸
恒
吉
以
外
に
戸
主
名
不
明
の
常
吉
戸
と
成
生
戸
の
存
在
が
窺
え
る
が
、
二
つ
の
戸
は
戸
主
吉
永
戸
常
吉
・
同
戸
成
生
と
で
も
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
徳
治
二
年
の
史
料
と
容
認
さ
れ
て
い
る
「
法
常
住
院
寺
領
目
録
文
書
」
の
「
常
吉
戸
一
畑
」
と
い
う
文
言８
）
に
よ
っ
て
、「
一
畑
（
一
烟
）」
を
さ
き
に
触
れ
康
保
元
年
の
「
烟
」
が
戸
主
の
戸
を
表
現
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
と
常
吉
戸
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
寺
領
目
録
文
書
を
み
る
と
、「
一
枚
柏
木
欤
証
文
二
段
有
爾
孝
町
戸
也
」「
一
通
成
宗
戸
四
段
証
文
」
と
い
う
文
言９
）
が
あ
り
、
常
吉
戸
以
外
に
（
戸
主
不
明
の
）
有
爾
孝
九
一
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
町
戸
と
成
宗
戸
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
常
吉
戸
な
ど
の
戸
々
に
田
地
の
直
接
耕
作
人
が
い
た
こ
と
も
窺
え
る
が
、「
職
」
付
帯
の
耕
作
人
が
存
在
し
た
こ
と
も
徳
治
二
（
一
三
〇
七
）
年
十
二
月
二
十
三
日
付
の
「
貞
清
重
行
作
手
職
請
文
案
」
に
よ
っ
て
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
法
常
住
院
御
領
常・
吉・
戸﹅
田・
百・
姓・
貞・
清・
・
重・
行・
請
文
事
右
、
件
戸
田
者
、
無
諸
方
違
乱
、
恒
吉
段
別
五
百
文
用
途
、
無
毎
年
懈
怠
、
慥
可
弁
済
、
若
有
限
所
当
三
分
□
公・
事・
等・
対・
・
之・
時・
者・
、
可・
被・
替・
作・
手・
職・
者・
也・
、
此
内
常
吉
畠
地
者
、
□
速
カ
）
急
□
可
其
カ
）
致
□
沙
汰
、（
中
略
）、
於
桑
代
者
、
段
別
五
升
米
可
入
カ
）
納
□
也
、
（
下
略
）
と
い
う
記
載10
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
法
常
住
院
領
の
常
吉
戸
の
戸
田
を
貞
清
と
重
行
の
二
人
の
百
姓
が
耕
作
し
て
懈
怠
な
く
所
当
公
事
の
弁
納
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
作
手
職
付
帯
は
約
束
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
、
戸
田
の
地
積
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
恒
吉
（
石
部
恒
吉
か
）
の
段
別
五
〇
〇
文
の
用
途
と
常
吉
戸
の
戸
田
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
明
確
に
し
が
た
い
。
だ
が
、
作
手
職
付
帯
者
の
百
姓
貞
清
と
重
行
は
、
さ
き
に
掲
げ
た
徳
治
二
年
の
「
神
麻
積
貞
清
等
陳
状
」
に
み
え
る
「
神
麻
積
貞
清
・
重
行
・
弘
重
謹
弁
事
」
と
い
う
文
言
の
神
麻
積
貞
清
と
重
行
の
両
名
で
あ
り
、
常
吉
戸
の
戸
田
の
給
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
百
姓
貞
清
と
重
行
は
戸
田
の
耕
作
人
の
地
位
を
作
手
職
付
帯
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
他
方
、
す
で
に
示
し
た
石
部
恒
吉
戸
の
戸
主
麻
積
吉
永
の
戸
に
永
真
や
石
王
次
郎
ら
の
住
居
が
あ
っ
た
こ
と
以
外
に
、
本
名
吉
永
戸
百
姓
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
戸
と
名
と
の
繫
が
り
を
徳
治
三
（
一
三
〇
八
）
年
三
月
十
一
日
付
の
「
祭
主
大
中
臣
定
忠
御
教
書
写
」
か
ら
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、法
常
住
院
別
当
権
律
師
審
円
申
、
為
佐
田
蔵
人
公
益
河
内
房
以
下
輩
、
違
背
庁
宣
、
以
今
月
七
日
打・
入・
当・
寺・
領・
本・
名・
吉・
永・
戸﹅
百
姓
永・
真・
・
石・
王・
次・
郎・
等・
住・
宅・
、
追・
捕・
損・
亡・
申・
事・
、
散
状
案
。
申
状
具
書
等
、
披
露
候
処
、
如
状
者
〇
彼
等
所
行
絶
常
篇
也
、（
下
略
）
と
あ
り12
）
、
佐
田
蔵
人
や
河
内
房
ら
に
よ
る
本
名
吉
永
戸
の
百
姓
家
宅
へ
押
し
入
る
違
乱
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
に
示
九
二
さ
れ
て
い
る
「
本
名
」
と
は
名
ま
た
は
名
主
を
意
図
し
た
用
語
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
名
ま
た
は
本
名
主
の
吉
永
戸
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
徳
治
三
（
一
三
〇
八
）
年
三
月
付
の
「
度
会
神
主
基
光
散
状
写
」
の
「
法
常
住
院
別
当
権
律
師
審
円
申
、
為
多
気
郡
司
入
道
聟
河
内
房
佐
田
蔵
人
公
益
已
下
輩
等
、
責
当
寺
領
戸
田
百
姓
宮
王
大
夫
永
真
等
、
令
打
擲
初
王
丸
、
狼
藉
無
比
類
由
事
」
と
い
う
記
載13
）
に
み
え
る
河
内
房
は
多
気
郡
々
司
聟
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
郡
司
聟
の
河
内
房
ら
が
狼
藉
を
働
い
た
と
も
読
み
取
れ
る
が
、
郡
司
が
聟
の
河
内
房
を
表
面
に
立
た
せ
て
狼
藉
を
指
示
し
て
い
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
徳
治
二
年
の
作
手
職
請
文
案
と
徳
治
三
年
の
基
光
状
写
に
明
示
さ
れ
て
い
る
戸
田
は
封
戸
田
の
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
は
律
令
国
家
で
の
上
級
貴
族
に
与
え
ら
れ
た
俸
禄
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
戸
田
に
つ
い
て
は
封
戸
と
戸
と
の
か
か
わ
り
で
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
伊
勢
国
法
常
住
院
領
の
戸
の
存
在
に
視
点
を
戻
す
こ
と
に
し
よ
う
。
す
で
に
掲
げ
た
二
・
三
の
史
料
か
ら
法
常
住
院
領
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
し
時
期
が
下
が
る
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
二
月
銘
の
史
料
と
容
認
さ
れ
て
い
る
「
伊
勢
法
常
住
院
領
田
畠
支
配
目
録
」
を
み
る
と
、
╲
常
吉
戸
〔
烟
〕
一
畑
田
畠
四
町
余
╲
一
通
╲鎌
田
証
文
二
町
╲
一
通
河
後
一
町
証
文
╲
一
通
同
所
三
段
╲
一
通
同
所
一
町
三
段
起
信
（ママ）
状
╲
一
通
柴
田
一
町
証
文
╲
一
通
同
所
二
段
証
文
一
通
同
所
又
二
段
証
文
╲
三
通
賀
茂
磯
部
二
段
証
文
（
中
略
）
╲
数
枚
柳
原
証
文
無
正
文
一
段
半
当
作
二
丈
余
九
三
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
╲
一
枚
柏
木
欤
証
文
二
段
有・
爾・
孝・
町・
戸﹅
也・
╲
一
巻
大
谷
証
文
╲
一
通
麻
〔
積
カ
〕
続
畠
地
証
文
╲
一
通
成
宗
戸
四
段
証
文
二
俣
証
文
不
出
と
い
う
町
段
数
が
明
示14
）
さ
れ
て
い
る
。
町
段
数
を
示
す
件
数
の
み
を
合
算
す
る
と
九
町
九
段
半
と
な
る
が
、
町
段
数
を
記
載
し
て
い
な
い
七
件
に
町
段
数
が
あ
る
な
ら
ば
、
法
常
住
院
領
は
一
〇
町
を
越
え
る
田
畠
を
支
配
・
保
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
田
畠
文
書
目
録
に
よ
る
か
ぎ
り
、
院
領
と
し
て
常
吉
戸
一
畑
（
烟
）・
有
爾
孝
町
戸
・
成
宗
の
三
つ
の
戸
は
一
三
二
〇
年
代
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
、
二
つ
の
戸
は
四
町
と
四
段
ほ
ど
の
地
積
を
保
持
し
て
い
た
が
、
有
爾
孝
町
戸
は
町
段
数
の
明
示
は
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
保
持
す
る
地
積
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
法
常
住
院
領
に
は
、
三
つ
の
戸
以
外
に
、
さ
き
に
掲
げ
た
徳
治
三
年
の
御
教
書
写
や
基
光
散
状
写
で
み
た
吉
永
戸
（
本
名
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
吉
永
戸
の
戸
田
に
直
接
耕
作
人
（
百
姓
宮
王
大
夫
永
真
ら
）
が
い
た
よ
う
に
、
常
吉
戸
・
有
爾
孝
町
戸
・
成
宗
戸
の
戸
田
に
も
直
接
耕
作
人
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
法
常
住
院
領
は
、
す
で
に
前
述
し
た
東
寺
と
成
願
寺
と
の
間
で
係
争
し
て
い
た
大
国
荘
・
川
合
荘
に
み
る
戸
主
戸
と
戸
田
と
同
様
で
あ
り
、
荘
域
に
封
戸
田
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
さ
き
に
掲
げ
た
長
承
三
年
の
「
伊
勢
国
大
国
荘
専
当
解
」
に
み
え
る
「
以
去
年
号
戸
田
、
令
押
播
殖
荘
領
田
一
町
二
段
、
去
年
所
当
御
年
貢
可
令
弁
済
之
由
」
と
い
う
文
言15
）
と
、
文
永
七
（
一
二
七
〇
）
年
十
一
月
二
十
六
日
付
の
「
大
中
臣
隆陰
田
地
去
文
」
の
「
永
避
渡
今
虫
戸
授
給
内
宇
治
郷
所
在
下
田
稲
月
田
地
一
段
事
」「
右
、
件
戸
田
者
、
外
祖
父
故
昇
蓮
財
内
也
」
と
い
う
文
言16
）
に
よ
っ
て
、
戸
の
耕
作
対
象
の
領
有
地
（
授
給
田
）
は
戸
田
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
、
戸
主
戸
｜
授
給
↓
戸
田
＝
封
戸
田
と
い
う
図
式
が
想
定
し
得
る
ゆ
え
に
、
東
寺
領
・
成
願
寺
領
の
戸
主
戸
お
よ
び
法
常
住
院
領
の
戸
の
領
有
地
は
戸
田
（
封
戸
田
）
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
戸
田
つ
ま
り
封
戸
田
は
、
律
令
国
家
崩
壊
後
に
す
べ
て
が
荘
園
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
公
領
と
は
違
っ
て
、
戸
九
四
田＝
封
戸
田
は
荘
園
制
下
で
荘
園
と
は
区
別
さ
れ
た
領
有
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
封
戸
田
が
律
令
国
家
崩
壊
後
も
脈
々
と
存
続
し
て
い
る
こ
と
は
、
戸
田
の
保
有
者
と
し
て
戸
主
ま
た
は
戸
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
く
れ
る
の
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
次
に
時
期
的
に
は
ず
っ
と
遡
る
封
戸
に
か
か
わ
る
史
料
を
二
例
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
例
目
の
天
暦
四
（
九
五
〇
）
年
十
一
月
二
十
日
付
の
「
東
大
寺
封
戸
荘
園
寺
用
帳
」
に
は
、
伊・
賀・
国・
百・
戸﹅
調
糸
百
九
十
一
絢
七
十
絢
七
両
二
分
阿
拝
郡
六
十
戸
料
百
二
十
絢
七
両
二
分
伊
賀
郡
四
十
戸
料
（
中
略
）
近・
江・
国・
百・
五・
十・
戸﹅
調
絹
百
四
十
二
疋
五
丈
二
尺
五
寸
（
割
中
略
「
愛
智
郡
百
戸
料
」「
坂
田
郡
五
十
戸
料
」
の
文
言
あ
り
）
（
中
略
）
美・
濃・
国・
百・
戸﹅
調
絹
二
十
八
疋
二
丈
二
尺
五
寸
（
割
註
略
「
大
野
郡
五
十
戸
料
」「
県
郡
五
十
戸
料
」
の
文
言
あ
り
）
駿・
河・
国・
百・
戸﹅（
中
略
「
益
頭
郡
五
十
戸
料
」「
富
士
郡
五
十
戸
料
」
の
文
言
あ
り
）
下・
野・
国・
二・
百・
五・
十・
戸﹅
調
庸
料
調
布
千
百
十
端
一
丈
九
尺
（
割
註
略
）
二
百
二
十
二
端
二
丈
四
尺
足
利
郡
五
十
戸
料
、（
中
略
）、
梁
田
郡
五
十
戸
料
、（
中
略
）、
都
賀
郡
五
十
戸
料
、（
中
略
）、
芳
賀
郡
五
十
戸
料
、（
中
略
）、
塩
屋
郡
五
十
戸
料
、
九
五
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
（
中
略
）
若・
狭・
国・
五・
十・
戸﹅
（
中
略
）
越・
中・
国・
百・
五・
十・
戸﹅
（
中
略
「
越
後
国
二
百
戸
」
以
下
八
ヶ
国
の
戸
の
記
載
あ
り
）
大
和
国
田
地
九
十
五
町
四
段
三
百
五
十
二
歩
添
上
郡
酒
登
荘
六
町
五
段
六
十
五
歩
（
割
註
略
）
（
中
略
「
同
郡
本
荘
」「
山
辺
郡
長
屋
荘
」
な
ど
、
大
和
国
各
荘
園
の
田
数
の
記
載
有
り
）
山
背
国
相
楽
郡
畠
八
町
泉
荘
四
町
甕
原
荘
四
町
六
段
造
寺
所
（
中
略
）
近
江
国
水
田
二
百
五
十
町
二
百
十
二
歩
神
埼
郡
因
幡
荘
百
二
十
一
町
二
十
六
歩
愛
智
郡
大
国
荘
田
七
町
一
段
三
百
二
十
歩
犬
上
郡
覇
流
荘
田
百
十
二
町
七
段
三
十
六
歩
（
下
略
）
と
い
う
記
載17
）
が
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
封
戸
と
荘
園
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
九
五
〇
年
代
に
東
大
寺
領
荘
園
と
と
も
に
封
戸
が
存
在
す
る
こ
と
と
、
東
大
寺
封
戸
は
一
五
ヶ
国
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
〇
世
紀
中
頃
の
東
大
寺
封
戸
は
一
三
世
紀
後
半
の
弘
安
八
（
一
二
八
五
）
年
八
月
付
の
「
東
大
寺
注
進
状
案
」
を
み
る
と
、
注
進
九
六
本
朝
惣
国
分
寺
兼
和
州
国
分
寺
東
大
寺
御
封
水
田
事
右
、
為
公
家
御
沙
汰
内
、
伊
賀
国
、
伊
賀
国
一
御・
封・
百﹅
戸﹅
内
、
阿
拝
郡
六﹅
十﹅
戸﹅
伊
賀
郡
四﹅
十﹅
戸﹅
（
中
略
）
右
、
当
国
御
封
、
如
形
雖
有
所
済
之
号
、
僅
不
及
一
口
半
、
雅
経
卿
国
務
之
時
、
就
便
宜
、
切
課
当
国
寺
領
黒
田
荘
・
内
保
荘
・（
中
略
）・
玉
瀧
荘
・
槇
山
荘
等
了
、
其
足
干
今
所
令
運
済
也
、（
下
略
）
と
い
う
記
載18
）
が
あ
り
、
東
大
寺
領
黒
田
荘
・
内
保
荘
・
湯
船
荘
・
玉
瀧
荘
・
槇
山
荘
な
ど
の
荘
園
と
と
も
に
「
御
封
百
戸
」
の
存
続
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
弘
安
八
年
の
東
大
寺
注
進
状
案
に
は
、
伊
賀
国
の
御
封
（
封
戸
）
の
み
で
な
く
、
武
蔵
国
「
御
封
五
十
戸19
）
」、
上
総
国
「
御
封
百
五
十
戸20
）
」、
近
江
国
「
御
封
百
五
十
戸
内
愛
智
郡
大
国
・
藪
郷
百
戸
坂
田
郡
上
坂
郷21
）
」、
美
濃
国
「
御
封
百
戸
大
野
郡
伊
備
郷
五
十
戸
縣
カ
）
方
懸
五
十
戸22
）
」
な
ど
を
含
め
て
二
一
ヶ
国
に
御
封＝
封
戸
が
あ
り
、
同
注
進
状
案
に
よ
る
か
ぎ
り
、「
兼
和
州
国
分
寺
東
大
寺
御
封
等
事
」
と
い
う
文
言23
）
と
、「
兼
和
州
国
分
寺
東
大
寺
御
封
水
田
等
事
」
と
い
う
文
言24
）
が
あ
る
が
、
御
封
と
荘
園
を
併
記
し
て
い
る
諸
国
に
は
「
御
封
水
田
」
の
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
東
大
寺
御
封
は
一
〇
世
紀
中
頃
と
一
三
世
紀
後
半
と
で
は
差
異
が
み
ら
れ
る
。
一
〇
世
紀
中
頃
の
東
大
寺
御
封
の
内
、
阿
波
国
百
戸
と
駿
河
国
百
戸
は
、
一
三
世
紀
後
半
の
東
大
寺
御
封
の
あ
る
諸
国
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
逆
に
一
三
世
紀
後
半
の
東
大
寺
御
封
に
は
そ
の
国
名
・
戸
数
の
記
載
は
あ
る
が
、
一
〇
世
紀
中
頃
の
東
大
寺
御
封
の
諸
国
名
・
戸
数
に
は
み
あ
た
ら
な
い
。
一
〇
世
紀
中
頃
に
な
い
諸
国
名
・
戸
数
は
六
ヶ
国
で
、
武
蔵
国
（
五
〇
戸
）、
上
総
国
（
一
五
〇
戸
）、
上
野
国
（
三
五
〇
戸
）、
佐
渡
国
（
一
〇
〇
戸
）、
丹
波
国
（
一
五
〇
戸
）、
美
作
国
（
一
〇
〇
戸
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
九
七
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
こ
の
よ
う
に
御
封＝
封
戸
（
戸
田
）
が
荘
園
と
区
別
さ
れ
て
一
四
世
紀
に
至
る
ま
で
存
在
し
続
け
る
こ
と
は
、
そ
の
領
有
地
内
に
戸
主
や
戸
（
戸
口
）
が
存
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
す
で
に
言
及
し
た
長
承
二
（
一
一
三
三
）
年
の
「
伊
勢
国
大
国
荘
田
堵
住
人
等
解25
）
」
に
み
え
る
戸
主
や
戸
に
よ
る
横
妨
に
対
す
る
大
国
荘
田
堵
住
人
の
不
安
と
愁
い
の
事
態
が
表
面
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
荘
内
田
堵
住
人
と
戸
主
・
戸
と
の
係
争
を
示
す
地
域
が
伊
勢
国
の
み
と
い
う
疑
義
を
持
た
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
正
和
二
（
一
三
一
三
）
年
九
月
十
付
の
「
鎮
西
下
知
状
案
」
に
み
る
「
宇
佐
宮
供
僧
神
堯
申
豊
前
国
封・
戸・
郷・
田
二
段
三
十
号
蛤
原
」「
右
、
件
田
地
者
、
往
古
神
領
、
神
堯
相
伝
之
地
也
」
と
い
う
文
言26
）
は
、
宇
佐
宮
供
僧
の
神
堯
相
伝
の
田
地
で
、
往
古
神
領
で
あ
り
、
豊
前
国
封
戸
郷
の
郷
田
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
案
文
に
は
、
封
戸
郷
田
で
あ
る
こ
と
以
外
に
、
戸
主
や
戸
と
か
か
わ
る
田
地
で
あ
っ
た
か
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
こ
の
時
期
に
封
戸
郷
の
存
在
が
窺
え
る
。
こ
の
案
文
と
同
様
な
史
料
を
も
う
一
例
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
、
ず
っ
と
遡
っ
た
時
期
に
な
る
が
、
応
保
二
（
一
一
六
二
）
年
八
月
付
の
「
東
大
寺
牒
」
に
み
る
「
東
大
寺
牒
甲
斐
国
衙
」「
欲
早
被
任
旧
弁
済
寺・
家・
封・
戸・
五・
十・
烟・
調
庸
雑
物
代
事
」「
件
封・
戸・
三
期
有
限
、
寺
用
又
定
矣
、
面
貴
国
追
年
無
弁
済
之
勤
」
と
い
う
記
載27
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
甲
斐
国
に
東
大
寺
封
戸
（
御
封
）
が
五
十
烟
（
五
十
戸
主
・
戸
）
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
甲
斐
国
よ
り
調
庸
雑
物
代
な
ど
の
弁
済
の
勤
仕
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
律
令
国
家
社
会
以
後
、
一
〇
世
紀
を
経
て
、
一
二
世
紀
を
過
ぎ
て
一
四
世
紀
に
至
る
ま
で
、
荘
園
所
領
と
は
別
に
領
有
す
る
御
封＝
封
戸
が
存
続
す
る
状
況
下
で
は
、
封
戸
田
に
従
事
し
て
き
た
戸
主
戸
が
存
続
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
戸
主
戸
が
存
続
し
た
ゆ
え
に
荘
園
に
従
事
し
て
き
た
田
堵
ら
と
の
係
争
が
生
じ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
想
定
す
る
な
ら
ば
、
戸
主
や
戸
ら
が
本
名
と
称
す
る
（
称
さ
れ
る
）
事
象
も
現
わ
れ
て
、
百
姓
名
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
戸
主
戸
の
呼
称
が
消
え
去
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
戸
主
（
戸
）
の
本
名
と
百
姓
名
体
制
と
が
結
び
つ
く
根
拠
は
な
い
の
で
速
断
は
ひ
か
え
た
い
。
九
八
註１
）
『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
〇
巻
、
第
二
二
八
〇
一
号
文
書
（
以
下
同
様
に
て
、
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
二
八
〇
一
と
い
う
よ
う
に
略
す
）
２
）
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
第
二
八
三
号
文
書
（
以
下
同
様
に
て
、
平
安
遺
文
一
｜
二
八
三
と
い
う
よ
う
に
略
す
）
３
）
平
安
遺
文
一
｜
二
一
八
４
）
５
）
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
二
八
三
〇
６
）
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
二
八
三
三
こ
の
史
料
と
関
連
す
る
「
恒
吉
戸
田
注
文
」（
同
年
銘
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
に
「
恒
吉
戸
田
四
町
二
百
歩
」
と
み
え
る
が
、
一
〇
〇
歩
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
違
い
の
み
で
な
く
、
条
里
坪
で
も
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
恒
吉
戸
の
授
田
注
文
写
の
「
□
野
三
条
田
人
（マ﹅）
所
五
坪
一
段
一
百
三
十
歩
」
と
「
比
郡
四
段
百
二
十
四
歩
」
の
文
言
は
「
恒
吉
戸
田
注
文
」
に
は
な
い
。
ま
た
、
同
注
文
に
あ
る
「
九
堺
里
十
六
坪
一
段
」
の
文
言
は
授
田
注
文
写
に
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
授
田
注
文
写
と
「
恒
吉
戸
田
注
文
」
（
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
二
八
三
四
）
と
の
間
に
は
記
載
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
７
）
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
二
八
三
五
８
）
９
）
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
二
八
三
六
10
）
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
三
一
二
一
11
）
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
二
八
三
〇
12
）
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
三
一
九
八
13
）
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
三
二
一
六
こ
の
史
料
以
外
に
も
同
年
月
付
の
「
審
円
申
状
」
に
も
「
為
佐
田
蔵
人
公
益
河
内
房
已
下
輩
背
□
庁
宣
」「
打
入
当
寺
領
本・
名・
吉
永
戸
田
百
姓
宮
王
大
夫
永
真
石
王
次
郎
等
住
宅
」
と
い
う
同
様
な
記
載
が
み
え
る
（
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
三
二
一
五
）。
14
）
鎌
倉
遺
文
三
六
｜
二
八
三
四
八
15
）
平
安
遺
文
五
｜
二
三
〇
七
16
）
鎌
倉
遺
文
一
四
｜
一
〇
七
四
〇
17
）
平
安
遺
文
一
｜
二
五
七
18
）
鎌
倉
遺
文
二
〇
｜
一
五
六
五
三
こ
の
史
料
に
み
え
る
伊
賀
国
の
御
封
と
荘
園
に
関
す
る
記
載
以
外
の
諸
国
の
御
封
・
荘
園
と
荘
園
に
関
す
る
記
載
は
、
各
国
ご
と
に
「
東
大
寺
注
進
案
」
と
い
う
同
じ
標
記
で
あ
る
（
註
19
）・
20
）の
史
料
を
含
め
て
、
鎌
倉
遺
文
二
〇
｜
一
五
六
五
〇
〜
一
五
六
八
三
は
同
様
で
あ
る
）。
19
）
鎌
倉
遺
文
二
〇
｜
一
五
六
五
八
20
）
鎌
倉
遺
文
二
〇
｜
一
五
六
五
九
21
）
鎌
倉
遺
文
二
〇
｜
一
五
六
六
〇
22
）
鎌
倉
遺
文
二
〇
｜
一
五
六
六
一
23
）
鎌
倉
遺
文
二
〇
｜
一
五
六
六
二
24
）
鎌
倉
遺
文
二
〇
｜
一
五
六
六
三
25
）
平
安
遺
文
五
｜
二
二
七
二
26
）
鎌
倉
遺
文
三
三
｜
二
五
〇
〇
〇
27
）
平
安
遺
文
七
｜
三
二
二
六
九
九
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
結
び
に
か
え
て
中
世
後
半
の
封
戸
田
の
戸
主
・
戸
と
法
会
の
戸
主
・
戸
の
語
り
律
令
国
家
体
制
で
の
戸
主
・
戸
と
俸
禄
制
の
封
戸
は
、
律
令
国
家
崩
壊
後
も
荘
園
公
領
制
社
会
の
中
で
存
在
し
続
け
て
き
た
こ
と
を
提
示
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
公
領
制
の
実
態
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
内
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、
戸
主
・
戸
と
田
堵
と
の
関
係
で
、
す
で
に
掲
げ
た
承
徳
三
年
の
「
左
衛
門
少
志
中
原
資
清
勘
文
案
」
の
「
承
和
十
二
年
十
一
月
十
五
日
国
司
進
相
博
田
官
符
請
文
副
文
四
通
」
に
み
え
る
「
一
通
、
多
気
郡
飯
野
両
郡
司
下
田
堵
戸
主
有
郡
判
等
」
の
文
言１
）
と
、
三
五
年
ほ
ど
後
の
長
承
二
年
の
「
伊
勢
国
大
国
荘
田
堵
住
人
等
解
」
の
「
是
以
自
延
喜
班
田
之
時
以
来
戸
与
荘
各
数
百
歳
之
間
、
無
相
論
所
令
領
掌
来
也
、
而
今
彼
戸
主
等
背
旧
領
図
合
坪
坪
巧
横
惑
、
為
押
取
当
荘
領
能
田
」「
被
停
止
戸
主
等
非
道
之
妨
者
」
と
い
う
記
載２
）
は
田
堵
が
戸
主
で
は
な
く
、
田
堵
と
戸
主
ら
と
の
係
争
（
戸
主
ら
の
非
道
）
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
よ
り
田
堵
と
戸
主
と
の
か
か
わ
り
は
、「
三
の
君
の
夫
農
耕
」
に
み
え
る
「
三
ノ
君
ノ
夫
ハ
、
出
羽
ノ
権
ノ
介
、
田
中
豊
益
ナ
リ
。
偏
ニ
耕
農
ヲ
業
ト
為
シ
テ
、
更
ニ
他
ノ
計
ナ
シ
。
数
町
ノ
戸
主
、
大
名
ノ
田
堵
ナ
リ
」
と
い
う
記
載３
）
を
も
と
に
戸
主＝
田
堵
と
い
う
認
識
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
当
方
も
田
堵
の
論
究
で
は
短
絡
的
に
戸
主＝
田
堵
と
言
及
し
て
き
た
）。
三
の
君
の
夫
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
大
名
田
堵
へ
生
成
し
て
い
く
基
本
的
条
件
と
は
権
ノ
介
で
あ
り
、
数
町
歩
領
掌
の
田
地
の
耕
農
を
業
と
す
る
戸
主
で
あ
る
と
い
う
条
件
を
充
分
に
満
た
し
て
い
る
戸
主
が
田
堵
に
成
長
し
て
い
く
と
読
み
取
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
次
に
封
戸
（
御
封
）
と
戸
主
・
戸
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
す
で
に
示
し
た
田
堵
と
戸
主
ら
の
係
争
の
史
料
お
よ
び
伊
勢
国
法
常
住
院
領
に
表
示
さ
れ
て
い
る
戸
の
戸
田
の
史
料
、
さ
ら
に
東
大
寺
封
戸
（
御
封
）・
荘
園
に
関
す
る
史
料
か
ら
、
一
三
世
紀
後
半
に
至
る
ま
で
封
戸
や
戸
主
・
戸
が
存
在
し
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
四
世
紀
前
半
の
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
す
で
に
前
述
し
て
掲
げ
た
史
料
で
あ
る
宇
佐
宮
神
領
で
あ
っ
た
田
地
二
段
余
に
つ
い
て
の
下
知
状
案
に
は
封
戸
郷
田
地
と
明
示
し
て
い
た
。
こ
の
案
文
以
外
に
も
、
元
亨
三
（
一
三
二
三
）
年
八
月
二
十
九
日
付
の
「
称
恵
譲
状
」
に
も
「
下
総
国
相
馬
御
厨
内
発
戸
本
給
一
町
（
割
註
略
）
中
ノ
一
〇
〇
代
内
事
」
と
い
う
文
言４
）
に
発
戸
と
み
え
る
。
ま
た
、
時
期
が
少
し
遡
る
が
、
文
永
七
（
一
二
七
〇
）
年
十
一
月
二
十
六
日
付
の
「
大
中
臣
隆
薩
田
地
去
文
」
の
「
永
避
渡
今
虫
戸
授
給
宇
治
郷
所
在
下
田
字
稲
月
田
地
一
段
事
」
の
文
言５
）
に
今
虫
戸
が
窺
え
る
。
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
封
戸
郷
・
封
戸
と
戸
の
存
在
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
職
」
付
帯
・
表
示
の
史
料
は
前
述
し
た
と
お
り
、
徳
治
二
年
の
「
貞
清
重
行
作
手
職
請
文
案
」
の
「
法
常
住
院
御
領
常
吉
戸
田
百
姓
・
重
行
請
文
事
」「
件
戸
田
者
、
無
諸
方
違
乱
、（
中
略
）、
若
有
限
所
当
三
分
□
公
事
等
対
之
時
者
、
可
被
替
作
手
職
者
也
」
と
い
う
記
載６
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
常
吉
戸
の
戸
田
の
百
姓
二
人
に
所
当
公
事
の
弁
済
を
条
件
に
作
手
職
を
付
帯
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
正
和
五
（
一
三
一
六
）
年
正
月
三
日
付
の
「
宇
佐
宮
年
分
度
者
度
縁
案
」
の
「
豊
前
国
宇
佐
郡
封・
戸・
郷・
戸﹅
主﹅
幸
景
戸﹅
口﹅
田
部
学
年
一
）
」「
八・
幡・
戸﹅
人
毎
年
一
）
人
、
宜
令
得
度
入
彼
国
弥
勒
寺
」
と
い
う
記
載７
）
と
、
元
亨
二
（
一
三
二
三
）
年
正
月
三
日
付
の
「
貢
進
上
当
年
分
度
者
三
人
事
」「
一
人
封
戸
郷
戸
主
宇
治
幸
景
戸
口
宇
佐
千
陀
羅
丸
」
と
い
う
文
言８
）
な
ど
の
封
戸
郷
戸
主
の
戸
口
が
宇
佐
宮
年
分
度
の
得
度
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
は
、
宇
佐
宮
神
領
の
豊
前
国
宇
佐
郡
の
封
戸
郷
に
戸
主
と
戸
口
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
語
り
か
け
て
い
る
が
、
二
・
三
の
史
料
の
み
で
は
速
断
し
が
た
い
。
こ
の
よ
う
に
律
令
国
家
崩
壊
後
、
一
四
世
紀
に
至
る
ま
で
戸
主
や
戸
（
戸
口
）
は
存
続
し
、
同
様
に
荘
園
機
構
化
し
な
い
で
封
戸
（
御
封
）
と
し
て
存
在
し
続
け
た
と
理
解
し
得
る
が
、
も
う
少
し
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
で
示
し
た
課
題
も
内
在
し
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
公
領
（
制
）
の
実
態
究
明
の
必
要
性
を
提
示
し
て
結
び
と
し
た
い
。
註１
）
『
平
安
遺
文
』
第
四
巻
、
第
一
四
〇
七
号
文
書
２
）
『
平
安
遺
文
』
第
五
巻
、
第
二
二
七
二
号
文
書
３
）
藤
原
明
衡
・
川
口
久
雄
訳
注
『
新
猿
楽
記
』
４
）
『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
七
巻
、
第
二
八
四
九
七
号
文
書
（
以
下
同
様
に
て
、
鎌
倉
遺
文
三
七
｜
二
八
四
九
七
の
よ
う
に
略
す
）
５
）
鎌
倉
遺
文
一
四
｜
一
〇
七
四
〇
６
）
鎌
倉
遺
文
三
〇
｜
二
三
一
二
一
７
）
鎌
倉
遺
文
三
三
｜
二
五
七
一
二
８
）
鎌
倉
遺
文
三
六
｜
二
八
三
〇
二
Ｄ
一
〇
一
荘
園
公
領
に
お
け
る
戸
主
・
戸
を
め
ぐ
る
存
在
形
態
